
亀 山 市 消 防 本 部

（亀山市の市章）



　平成１７年１月１１日に亀山市と関町が合併し、新「亀山
市」が誕生。
　新市の市章には、全国各地から1,863点の作品応募があ
り、選考の結果、上の作品が新「亀山市」の市章に決定し
ました。
　これは、亀山市の特徴である豊かな自然や歴史文化を
守り、さらに高めていく姿を大きな山並みとして表し、曲面
（ウエーブ）はときめく亀山市の限りない発展を表していま
す。

「豊かな自然・悠久の歴史　光ときめく亀山」　
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はじめに

　この年報は、亀山市の消防現勢並びに平成18年中における火災、救
急・救助等の統計データを収録し、消防行政の現状を広く紹介するため
に編さんしたものです。
　なお、予算関係資料については、当初予算の金額を記載しておりま
す。

  　平成19年4月

亀山市消防本部



 





亀山市の沿革

　亀山市の歴史は古く、古代、鈴鹿の関は、越前の愛発、美濃の不破とともに日本三関と
呼ばれ、都と東国を結ぶ交通の要衝として栄えてきました。
　江戸時代に入ると、亀山宿、関宿、坂下宿は東海道の宿場町としてにぎわいました。中
でも関宿は、西の追分で鈴鹿峠越えの東海道と加太越えの大和・伊賀街道が、東の追分
で東海道と伊勢別街道が、それぞれ分岐していたため、参勤交代や伊勢参りなど、多くの
人やものが行き交いました。また、亀山宿では、亀山城を中心としたまちが形成されたこと
から、城下町特有のまちとなり、現在の中心市街地の基礎となっています。

　明治4年に廃藩置県の令が発せられた後、明治22年の新市町村制の実施に伴い戸数
1,300戸、人口7,000人の亀山町が誕生、明治41年には更に１ヵ村を合併し人口も10,000人
を数え、昭和29年（1954年）まで、この地域は亀山町、昼生村、井田川村、川崎村、野登
村、白川村、神辺村、関町、加太村、坂下村の２町８村から構成されていました。
　昭和29年10月に亀山町と昼生村、井田川村、川崎村、野登村が合併し、亀山市が新設
され、その後、一部が鈴鹿市へ編入し、新たに白川村、神辺村の一部や芸濃町楠平尾を
編入し、亀山市の区域となりました。
　関町については、昭和30年２月に関町に白川村、神辺村の一部を編入し、昭和30年４月
に関町と加太村、坂下村が合併して関町が新設され、その後、一部が伊賀町へ編入し、新
たに芸濃町萩原、福徳を編入して関町の区域となりました。
　平成17年1月11日には亀山市と関町が合併し、新「亀山市」が誕生しました。平成の大合
併としては、県内で６番目の合併となり、人口は48,670人、面積が190.91k㎡で、いずれも
県内市町村中１０番目の規模となり現在の市の行政区域となりました。

　亀山市誕生当時の昭和30年代はまさに日本経済の成長期であり､亀山市の成長期でも
ありました。戦後処理のまださめやらぬ中で､保育所の建設､失業者対策､衛生施設の整
備､道路交通網の整備、教育施設の整備等､文化的な生活を営む上で基本的に必要な生
活基盤の整備を推進しました。
　昭和40年代の日本経済の高度成長期には､能褒野工業団地に代表される企業誘致や
住宅団地の造成等によって､産業構造や市民生活に大きな変化が現れ､また昭和46年の
台風23・29号や昭和49年の集中豪雨等の大災害に遭遇しましたが、これらに対応すべく
産業基盤の整備、上水道の敷設、福祉施設の充実等､産業の近代化と社会福祉の推進を
図ってきました。
　昭和50年代に入って､日本経済の発展は鈍化し､高度成長期から低度成長期へと移行し
ていきましたが、このような情勢の中でもスポーツ施設の建設、関西本線の電化推進、街
路の整備、文化施設の建設及び生活環境施設等の整備充実に取り組み、概ね都市基盤
も整えられました。

　現在は、本市の将来都市像である。“豊かな自然・悠久の歴史　光ときめく都
ま

市
ち

”を実現
するため、「地域住民の自主性を尊重する市民参画型の都市づくり」を基本理念とし、まち
づくりを進めています。
　また、新たな国土交通軸(新名神・リニア)を活かした三重の玄関づくりにふさわしい都市
基盤づくりや、総合環境センターを拠点として循環型社会に向けた「エコシティ亀山」の実
現に取り組んでいます。
　更に、保健福祉の多様化するニーズにこたえるため、総合保健福祉センターを拠点に生
きがい対策や世代間交流などを推進しています。
　一方、新たな産業振興を図るため企業を誘致し、次代のリーディング産業として雇用の
創出やさまざまな分野への波及効果が期待されています。



昭和24年  2月 消防組織法(昭和23年法律第226号)に基づき亀山町消防本部を設置
消防職員4名(役場兼務職員を含む)、消防ポンプ自動車1台をもって自治体消防
を発足する

昭和26年  2月 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台配置
昭和27年  3月 日本消防協会から表彰旗を授与
昭和29年  3月 消防庁長官から竿頭綬を授与

10月 鈴鹿郡亀山町、川崎村、野登村、井田川村、及び昼生村の5ヶ町村が合併して市
制を施行し｢亀山市｣を発足
市制施行により、亀山町消防本部を亀山市消防本部に名称替えを、また消防団
は5団制をとる
　消防本部　1　　　消防職員　3名　　　水槽付消防ポンプ自動車　1台
　消防団　　5　　　消防団員　295名　　消防ポンプ自動車　　3台
　手引動力ポンプ　　11台

昭和30年  2月 鈴鹿郡神辺村布気、太岡寺、山下、木下及び小野の一部並びに白川村白木、小
川の区域を編入合併、旧神辺村、白川村消防団に加え7団制、団員366名となる

 5月 各地区の旧消防関係条例を廃止し、亀山市消防に関する条例施行により消防団
を総合再編成する
　消防団　　1団　　　　6ヶ分団　　　消防団員　　366名
　消防団の管轄区域　　第1分団　(旧亀山町、井田川村)
　　　　　　　　　　　第2分団　(旧神辺村)
　　　　　　　　　　　第3分団　(旧昼生村)
　　　　　　　　　　　第4分団　(旧川崎村)
　　　　　　　　　　　第5分団　(旧野登村)
　　　　　　　　　　　第6分団　(旧白川村)

 6月 消防本部に消防ポンプ自動車1台配置
昭和31年  6月 第4分団(太田)､第5分団(池山)､第6分団(小川)に小型動力ポンプ各1台配置

消防本部に中短波陸上無線電話(基地局1､移動局2)設置
昭和32年  5月 職員1名増員

 9月 第2分団(山下)､第3分団(中庄)に小型動力ポンプ各1台配置
昭和33年  8月 職員2名増員

10月 消防本部に消防ポンプ自動車1台配置
昭和34年  4月 新消防庁舎を本丸町577に建設する

　昭和34年4月10日着工　　　　昭和34年6月23日竣工
　木造亜鉛鉄瓦棒葺平屋建　　 建築面積　208．17㎡

 8月 職員1名増員
12月 消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を増設

昭和34年9月、台風15号(伊勢湾台風)による風水害の災害救助、復旧に尽力し、
消防団が国務大臣(中部日本災害対策本部長)から12月9日感謝状を授与

昭和35年 11月 第2分団(小野)､第5分団(坂本)に小型動力ポンプ各1台配置
12月 消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を増設

昭和36年  5月 第5分団(平尾)に運搬車1台配置
 6月 職員2名増員
 9月 第4分団(能褒野)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ各1台配置

昭和37年  4月 消防本部に事務連絡用単車1台配置
 5月 第4分団(南条)に運搬車1台配置、職員1名増員
10月 第3分団(三寺)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ1台配置
11月 職員4名増員

昭和38年 10月 職員1名増員
昭和39年  1月 消防本部に運搬車1台配置

 3月 消防本部に小型動力ポンプ1台配置し運搬車に積載する
 7月 職員1名増員
11月 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台配置し消防ポンプ自動車1台を第1分団へ

配置替えする

亀山消防のあゆみ



昭和40年  4月 消防団条例の一部改正により消防団員を317名に削減、職員2名、女子事務員1名
増員

 8月 職員1名増員
10月 第5分団(安楽)に小型動力ポンプ1台配置

昭和41年  4月 職員8名増員
 8月 第2分団(太岡寺)､第6分団(白木)に運搬車各1台配置､また第4分団(田村)に小型

動力ポンプ１台配置
昭和42年  3月 現消防庁舎跡に鉄筋コンクリート造の新庁舎を建設

　昭和42年4月1日着工　　　　　　昭和42年10月30日竣工
 4月 消防署を設置、名称を亀山市消防署とし、消防本部・署職員31名、水槽付消防

ポンプ自動車２台､消防ポンプ自動車1台、職員4名増員
 8月 第3分団(中庄)に運搬車1台配置
10月 亀山ライオンズクラブから気象観測計器(自記風向､風速計)の寄贈を受け、また

自記雨量計、通風乾湿計等気象観測施設を設置
昭和43年  3月 昭和42年3月6日に発生した国道1号鈴鹿トンネル内の車両火災に際し、その消防

活動の功績に対し消防本部、消防団が三重県知事から表彰を受ける
第4分団(南条)に小型動力ポンプ1台配置

 5月 第5分団(平尾)の運搬車更新
 9月 消防団条例の一部改正により消防団員を280名に削減

職員1名退職
昭和44年  4月 日本損害保険協会から「火災保険号」の寄贈を受け消防署に配置

 8月 消防署に救急自動車1台配置
 9月 政令指定により救急業務開始

第2分団(木下)､第5分団(辺法寺)､第6分団(白木)に小型動力ポンプ各1台配置
10月 中短波陸上無線電話(基地局1､移動局4)を超短波無線電話に全て切り替えるとと

もに移動局(２)を増設する　職員1名増員
伊藤栄二郎団長死亡退職により一見忠夫氏が団長に就任

昭和45年  4月 職員3名増員
 6月 第4分団(徳原)に小型動力ポンプ1台配置
 7月 消防署に運搬車1台配置

昭和46年  3月 宮西昌雄氏から寄付金を受け「空気呼吸器3基」「超短波無線電話1基」を購入
し消防署に配置

 9月 消防署に携帯超短波無線電話1基配置
12月 第2分団(中村)､第5分団(原尾)小型動力ポンプ各1台配置

昭和47年  2月 職員1名退職
 3月 消防署に消防ポンプ自動車1台を配置し、消防署の消防ポンプ自動車1台を第1分

団(本町)に配置替
三重県消防大会(3月29日)において三重県知事から優良消防団として竿頭綬を授
与

 4月 消防署に携帯用超短波無線電話2基配置　　職員3名増員
 6月 第1分団(本町)､第4分団(南条)の運搬車更新
 8月 第1分団(本町)に小型動力ポンプ1台配置、運搬車に積載

昭和48年  2月 消防署にⅡ型化学消防自動車1台配置
 3月 成田正次、中島　高、両氏から寄付金を受け「携帯用酸素切断機1台」､「背負

式消火水のう8基」を購入し消防署に配置
 4月 職員1名欠員補充
 6月 消防署に広報車(1600cc)1台配置
 9月 第3分団(三寺)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ各1台配置

昭和49年  3月 第1分団(川合)､第6分団(小川)分団車庫新築
 4月 職員2名欠員補充
 7月 第4分団(太田)分団車庫新築

消防本部組織を一部改正し、新しく危険物係を設置
 8月 第4分団(太田)､第5分団(池山)の小型動力ポンプ更新
11月 三重県知事から7月未明の集中豪雨の功労に対し表彰状を授与

昭和50年  4月 職員4名欠員補充
 5月 石井彦一郎氏から、単車(125cc)の寄贈を受け消防署に配置
10月 三重県共済農業組合連合会から救急車(２Ｂ型)の寄贈を受け消防署に配置



第2分団(山下)､第3分団(中庄)の小型動力ポンプ更新
昭和51年  2月 第3分団(下庄)､第4分団(田村)分団車庫新築

 3月 第5分団(平尾)分団車庫新築、移転
職員1名退職

 4月 職員4名欠員補充
10月 第2分団(小野)､第6分団(小川)の小型動力ポンプ更新

昭和52年  1月 第5分団(辺法寺)分団車庫新築
 4月 職員4名欠員補充

職員1名退職
 8月 第4分団(能褒野)､第5分団(坂本)の小型動力ポンプ更新
 9月 消防署に車載用超短波無線機2台配置
10月 第6分団(上白木)分団車庫新築
12月 第5分団(原尾)分団車庫増築

昭和53年  4月 初代専任消防長に三宅長治氏が就任
職員4名欠員補充

 7月 消防本部及び消防署の機構改革を図る　本部に庶務係、予防係、危険物係、防
災係、企画係の5係を、消防署に消防第一・第二係、救急通信第一・第二係の4
係を設置

 9月 関町と亀山市との間における消防事務の事務委託に関する規約を議決
小型動力ポンプ付積載車を消防団本部(本町)､第1分団(井田川)､第5分団(平尾)
に配置
小型動力ポンプ台車付1台を第3分団(下庄)に配置(更新)

10月 自動遠隔サイレン吹鳴装置､基地局1基､子局3基(太岡寺町､白木町､川崎町)設置
11月 日本損害保険協会から「火災保険号」の寄贈を受け消防署に配置

昭和54年  2月 事務委託に関する規約に基づき、協定書及び覚書の調印を行った
消防署にトヨタ２Ｂ型救急車配置及び移動用10Ｗ無線機を積載

 3月 関町と亀山市との広域消防施行式を商工会館にて挙行
第4分団(南条)に分団車庫新築

 4月 関町と亀山市との間における消防事務の事務委託業務を開始
広域消防整備計画に基づき消防職員11名を増員

 9月 自動遠隔サイレン吹鳴装置、子局4基(井田川､昼生､平尾､池山)設置
関分署庁舎竣工式

10月 亀山市消防署関分署開署式挙行、分署長以下15名職員を配置し、分署業務を開
始する
消防事務委託に関する規約及び協定書に基づき、分署の施設・備品の整備につ
いて覚書を交換し、その体制を整える
小型動力ポンプ付積載車1台を第6分団(白木)に配置、小型動力ポンプ付積載車1
台を第3分団(中庄)に配置(更新)

昭和55年  4月 職員1名退職
 5月 消防本部に広報車(1400cc)1台配置
 7月 消防署に携帯用超短波無線電話5Ｗ4基配置
 8月 災害情報等自動案内装置(機種ゼネラル)1台消防署に配置
10月 山林火災用軽四輪積載車(550cc)1台消防署に配置

小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)2台､第2分団(太岡寺)､第4分団(南条)に配置
(更新)
職員1名欠員補充

昭和56年  3月 第2分団(神辺)分団車庫新築
 4月 一見忠夫氏団長退団のため、村山　守氏が団長に就任

亀山・関地域ガス安全対策連絡協議会発足
 5月 消防本部及び消防署の機構改革を図る　本部に庶務係、警防係、予防係、危険

物係4係を、消防署に新たに装備係を設置
昭和57年  1月 亀山市消防の歌制定

 8月 団本部に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)１台配置
第5分団(安楽)に小型動力ポンプ(Ｂ３級)１台配置

11月 関分署に水槽付消防ポンプ車(I－Ｂ型　Ａ２級)１台配置
昭和58年  1月 消防本部及び消防署の機構改革を図る　本部に総務係、予防係、消防署に警防

係、査察係、訓練指導係、装備係、関分署に警防係を設置



職員1名退職
 3月 第6分団(白川､松山)分団車庫新築
11月 消防署に水槽付消防ポンプ自動車(I－Ｂ型　Ａ２級)1台配置
12月 消防署に救急医療情報システム設置

昭和59年  2月 職員1名退職
 3月 初代専任消防長　三宅長治氏退職

消防署に通信指令係を設置
 4月 二代専任消防長に下條　繁氏が就任

第5分団(池山)分団車庫新築
12月 幼年消防クラブ(4クラブ)設立

昭和60年  2月 第1分団(本町)分団詰所改築工事
 3月 第36回三重県消防大会　亀山市文化会館にて開催

職員2名退職
移動用無線機5Ｗ　2基購入

 4月 職員2名欠員補充
消防本部組織の一部改正により、消防署に整備指導係を設置
消防団再編成計画により、消防団員定員280名を262名に再編成

 8月 亀山関幼年婦人防火委員会設立
 9月 第4分団(田村)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
10月 亀山ライオンズクラブから救急車(２Ｂ型)の寄贈を受け消防署に設置
12月 平尾婦人防火クラブ(1クラブ)設立

昭和61年  4月 消防団再編成計画により、消防団員定員262名を251名に再編成
 5月 消防本部の広報車(1600cc)更新
 6月 職員1名退職
10月 第1分団(羽若)分団車庫新築(増)

第1分団(羽若)に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)１台配置
11月 昼生地区コミュニティ消防センター新築

消防署に消防専用超短波無線機固定用10Ｗ1台配置
昭和62年  2月 第3分団(中庄)､第5分団(平尾)､第6分団(白木)に林野火災用軽可搬式ポンプ(Ｄ

１級)各1台配置
 3月 自治省消防庁から消防庁長官表彰旗を授与

カメヤマローソク(株)から消防資金として100万円寄贈(空気呼吸器資金)
 4月 職員1名欠員補充

消防団再編成計画により、消防団員定員251名を243名に再編成
 7月 消防署関分署に広報車(1600ｃｃ)1台配置
11月 第2分団(木下)に小型動力ポンプ(Ｂ３級)1台配置
12月 空気呼吸器150kgf/cm

2　
10基購入

昭和63年  3月 本町地区防災センター新築
第1分団(天神)分団車庫新築(積載車1台配置)

 4月 消防団再編成計画により、消防団員定員243名を240名に再編成(再編成計画終
決)

 7月 三重県消防団長会議　亀山市文化会館にて開催
野登地区(辺法寺､原尾､安楽､池山､坂本)婦人防火クラブ(5クラブ)設立

10月 山林火災用軽四輪積載車(550cc)1台消防署に配置(更新)
第5分団(辺法寺)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

11月 第2分団(布気)分団車庫新築(増)
12月 第2分団(布気)に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)1台配置

携帯用無線機(5Ｗ)5基購入
平成元年  5月 関地区(市瀬)婦人防火クラブ(1クラブ)設立

 8月 (財)日本消防協会から、平尾婦人防火クラブに軽可搬(Ｄ１級)1台寄贈
10月 (財)日本消防協会から、亀山市消防本部に防災用資器材(携帯用無線機10基､携

帯拡声器2台)寄贈
11月 第6分団(上白木)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

防災行政用無線機を消防団積載車搭載　10基
12月 消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ-Ｉ型、Ａ２級)更新

亀山3号を第1分団本町車庫に配置替え



平成 2年  2月 (財)日本消防協会から、亀山市消防団に竿頭綬を授与
 3月 第2分団(山下､木下)分団車庫新築移転
 7月 職員1名退職
 8月 (財)日本消防協会から救急自動車(２Ｂ型)寄贈

団本部に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
 9月 第4分団(徳原)､第5分団(原尾)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
10月 第6分団(松山)に山林火災用軽四輪積載車1台配置(増)
12月 消防署関分署の救急車(２Ｂ型)更新

平成 3年  1月 第3分団(三寺)分団車庫新築移転
 2月 消防署の化学消防ポンプ自動車(Ⅱ型・Ａ２級)更新

空気呼吸器300kgf/cm
2　
5基購入

 3月 二代消防長　下條　繁氏退職
 4月 三代消防長に田名瀬治好氏就任

村山　守氏団長退団のため鈴木吉男氏が団長就任
職員2名欠員補充

 5月 消防本部の指令広報車(1800cc)更新
 9月 第1分団(井田川)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
10月 第6分団(松山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

消防署の軽可搬小型動力ポンプ(Ｃ１級)更新
11月 第5分団(池山)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

平成 4年  1月 (社)日本自動車工業会から救急自動車(２Ｂ型)寄贈
 2月 消防署の救急自動車(２Ｂ型)更新

第5分団(坂本)分団車庫新築移転
 4月 職員1名欠員補充
 7月 消防本部の指揮車(2000cc)更新
 8月 第1分団(天神)､第5分団(平尾)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
10月 第3分団(下庄)の山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

第3分団(三寺)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
12月 消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ-Ｉ型、Ａ２級)更新

平成 5年  1月 第2分団(小野)分団車庫新築移転
関分署管内119番の本署統合、通信の一元化

 3月 亀山6号を第1分団本町車庫配置替え(更新)
 9月 第3分団(中庄)､第6分団(白木)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新

平成 6年  1月 第5分団(池山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
 3月 防災ヘリ用消防無線機(基地局･固定局)1基増設

消防無線設備周波数変更(153.55MHzを151.31MHz)
消防署救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新

救急用資器材(ＥＯＧ滅菌器､気管挿入モデル､SpO
2
測定器等　10点)配備

第4分団(徳原)､第5分団(安楽)分団車庫新築移転
第4分団(田村)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)
第5分団(池山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

 4月 職員2名増員
 6月 高規格救急車　車両艤装(自動車ＦＡＸ､バックアイカメラ・モニター外５点)

白川地区(小川町)小川婦人防火クラブ(1クラブ)設立
 7月 消防本部､消防署機構改革　本部の消防課に企画整備係と危険物係を、消防署に

救急通信担当司令､警防担当司令と救急係を新設
救急用資器材配備(自動式人工呼吸器､自動心肺蘇生装置､在宅医療処置用セット
外５点)
職員1名退職

10月 消防庁舎移転用地無線伝播調査
11月 救急救命士資格取得1名

消防庁舎移転用地買収(野村四丁目1279-2)
12月 第2分団(布気)消防詰所増築

平成 7年 １月 阪神､淡路大震災発生に伴う応援要請に基づく出動　ポンプ車隊
 3月 三代消防長田名瀬治好氏退職

消防庁舎移転用地地質調査



亀山市消防庁舎設計監理委託(梓設計)
第2分団(太岡寺)､第4分団(南条)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新

 4月 四代消防長に羽多野勇喜男氏就任
消防本部の機構改革　予防課を新設
職員2名増員

 6月 消防本部の防火広報車(亀山４)更新
 9月 宮西祥雄氏から耐ガス密封防護服2着､複合ガス検知器1基､防毒衣3着の寄贈を受

け消防署に配備
12月 消防庁舎新築移転工事着工

平成 8年  1月 第4分団(太田)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
 2月 第3分団(三寺)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配備(増)
 3月 第6分団(小川)分団車庫改築
 4月 職員2名増員

亀山地区　楠平尾婦人防火クラブ(1クラブ)設立
 5月 救急救命士資格取得1名
 8月 関地区｢関町スポーツ少年団｣少年消防クラブ(1クラブ)設立
12月 関分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－１)関１　更新

平成 9年  2月 第2分団(山下)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
第6分団(小川)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配備(増)及び小型動力ポン
プ(Ｂ３級)更新
高度救急処置シュミレーター(救急処置用人形一式､心肺蘇生用訓練人形一式)を
配備
亀山市野村四丁目1番23号に新消防庁舎建築工事完了
庁舎棟
　鉄筋コンクリート造３階建
　建築面積　　　1,536.16㎡
　延べ面積　　　2,479.71㎡
訓練塔(主塔)
　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造３階建
　建築面積　　　30.25㎡
　延べ面積　　　90.75㎡
訓練塔(副塔)
　鉄骨造３階建
　建築面積　　　29.03㎡
　延べ面積　　　49.52㎡

 3月 消防緊急通信指令施設(Ⅰ型)設置工事完了
防災展示コーナー(消防プラザ)設置工事完了
第4分団(能褒野)分団車庫改築
第5分団(池山)にホース干し鉄塔建設
職員3名退職

 4月 亀山市消防本部､亀山消防署､新庁舎竣工運用開始
亀山市消防本部､亀山消防署機構改革に伴い消防本部に通信指令室を新設
関分署を関消防署に昇格、1本部2署体制とする

　 職員3名欠員補充
 5月 救急救命士資格取得1名
 6月 消防本部に事務連絡用軽四輪車1台配備(増)
 8月 消防無線機(移動局10Ｗ2台､携帯局5Ｗ8台)更新
11月 鈴木吉男氏団長退団のため葛西行弘氏が団長に就任

消防緊急通信指令施設指令伝送出力装置設置工事完了(市役所内2箇所に設置)
12月 第5分団(辺法寺)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

第2分団(小野)､第4分団(能褒野)､第5分団(坂本)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
平成10年  3月 亀山消防署に救助工作者Ⅱ型1台配置(増)

第49回三重県消防大会　亀山市文化会館にて開催
職員1名退職

 4月 職員1名欠員補充　1名増員
 5月 第49回全国消防長会救急委員会　亀山市消防庁舎､亀山市文化会館にて開催
10月 移動体電話119番通報運用開始



12月 第2分団(木下)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)
第3分団(下庄)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

平成11年  3月 四代消防長羽多野勇喜男氏退職
職員1名退職
第5分団(辺法寺)ホース干し鉄塔建設

 4月 五代消防長に三宅昭之氏就任
亀山市消防団規則の一部改正に伴い6分団制から7分団制に組織改革
　第1分団(亀　山)
　第2分団(神　辺)
　第3分団(昼　生)
　第4分団(川　崎)
　第5分団(野　登)
　第6分団(白　川)
　第7分団(井田川)
組織改革に伴い第1分団(井田川消防車庫)を第7分団(川合消防車庫)に変更
職員1名欠員補充

 5月 救急救命士資格取得1名
 9月 第7分団(みどり町)分団車庫及びホース干し鉄塔新築
12月 消防団本部の小型動力ポンプ付積載車(亀山１)更新

第7分団(みどり町)に小型動力ポンプ付積載車1台配置(増)
第5分団(安楽)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

平成12年  2月 亀山消防署の山林火災用軽四輪積載車(亀山５)更新
 3月 職員1名退職
 4月 職員１名欠員補充
 5月 救急救命士資格取得1名
11月 職員1名退職

平成13年  1月 第1分団(本町)の小型動力ポンプ付積載車1台更新
 2月 亀山消防署の水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型(亀山７)1台更新
 3月 職員1名退職
 4月 職員2名欠員補充
 5月 救急救命士資格取得1名

消防本部の指令広報車(亀山52)更新
11月 関消防署　救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新
12月 職員1名退職

第1分団(羽若)の小型動力ポンプ付積載車1台更新
平成14年  3月 五代消防長三宅昭之氏退職

職員1名退職
 4月 六代消防長に米田功氏就任

職員2名欠員補充
平成14年度全国消防長会東海支部総会　亀山市文化会館にて開催

 5月 救急救命士資格取得1名
12月 亀山消防署　救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新

平成15年  3月 関消防署新庁舎竣工運用開始
　構　　造　　木造２階建一部鉄筋コンクリート造
　敷地面積　　2,256.00㎡
　建築面積　　685.43㎡
　延べ面積　　781.03㎡
職員1名退職

 4月 消防職員の条例定員67名を71名に改正
職員3名増員　　1名欠員補充
消防団員再編成計画により、消防団員定員240名を270名に再編成

 5月 救急救命士資格取得1名
緊急援助隊登録（消火隊）

 8月 桑名郡多度町三重ごみ固形燃料（RDF）発電所火災に県内緊急援助隊として出動
11月 自治体消防５５周年記念式典参加（東京都）

平成16年  1月 消防本部の消防長車（亀山５１）更新
 2月 関消防署の水槽付消防ポンプ自動車（Aｰ２）更新



 3月 亀山消防署に３０ｍ級はしご付消防ポンプ自動車配置
　 ISO１４００１認証取得

 4月 亀山消防署の救助工作車を関消防署へ配置替え
職員１名欠員補充
亀山市消防団規則の一部改正に伴い７分団制から８分団制に組織改革、並びに
女性消防団発足
　第1分団(亀 山 地 区 北 部)
　第2分団(神　 辺　 地 　区)
　第3分団(昼　 生   地　 区)
　第4分団(川　 崎　 地　 区)
　第5分団(野　 登   地 　区)
　第6分団(白 　川　 地 　区)
　第7分団(井  田 川　地　区)
　第8分団(亀 山 地 区 南 部)

12月 消防防災備蓄倉庫竣工
　構　　造　　鉄骨造２階建
　延べ面積　　163.9㎡

平成17年  1月 １１日、亀山市と関町（１市１町）による市町村合併により新市誕生
合併に伴い、消防団組織の見直しを行い、一団制、１２分団及び女性分団が発
足し、定員４１５名となる。

 4月 職員２名増員
5月 救急救命士資格取得1名
7月 消防本部広報車（亀山６１更新）
10月 移動体電話119番直接受信運用開始

平成18年 2月 第8分団（阿野田）分団車庫及びホース干し鉄塔新築、小型動力ポンプ付き積載
車1台配置（増）

3月 六代消防長　米田功氏退職
職員3名退職

4月 七代消防長に竹内清氏就任
職員5名採用

5月 救急救命士資格取得1名
平成19年 3月 第９分団（関地区消防団詰所）積載車更新

亀山消防署　高規格救急車（救急亀山２）を更新
職員3名退職

4月 職員5名採用



年 月 日 内　　　　　　　　容

14 三重県消防長会議及び意見発表会（津市）

20 三重県内高速道路消防連絡協議会全員協議会（四日市市）

21 全国消防長会東海支部総会（岐阜県高山市）

19 危険物取扱者試験予備講習会

22 三重県危険物安全協会総会及び理事会（津市）

26 亀山市防火協会総会

28 亀山市水防訓練（関消防署南グランド）

3～9 危険物安全週間

6 亀山市幼少年婦人防火委員会

11 亀山市消防団消防操法指導会

2 第２回亀山市消防団消防操法競技大会（神辺小学校）

14 鈴亀地区消防連絡協議会定例会（亀山市消防本部）

22 三重県消防操法大会

27・28 防火管理者資格取得講習会

8 4 第３５回救助技術東海地区指導会（三重県消防学校）

3 亀山市総合防災訓練（南小学校外）

10 三重県総合防災訓練（松阪市）

5 三重県警防技術交換会（県消防学校）

11･12 北勢支会消防団長視察研修（新潟県）

13 危険物取扱者試験予備講習会

20 三重県消防殉職者慰霊祭（県消防学校）

27 消防連絡協議会幹部視察研修（坂出市）

9～15 秋季火災予防運動

11 秋季火災予防運動に伴う防火フェア（亀山市文化会館）

21 三重県消防長会議（四日市市）

12 10 亀山市消防団訓練（亀山中学校）

7 亀山市消防出初式（亀山中学校）

26 文化財防火デーに伴う消防訓練（亀山市歴史博物館）

2 三重県内高速道路消防連絡協議会訓練（東名阪道鈴鹿TB）

3 鈴亀地区消防協議会視察研修(京都)

1～7 春季火災予防運動

1 第22回消防職員意見発表会

15 三重県危険物安全協会総会及び理事会（津市）

18 第57回三重県消防大会（津市）

2

3

平成１8年度中における主な行事等

平成１８年

平成１９年

4

5

6

7

9

10

11

1



190.91  k㎡

49,110  人

18,748  世帯

　

面　積 2.52 ｋ㎡

人　口 646 人

世帯数 247 世帯

面　積 27.27 ｋ㎡

人　口 7,016 人

世帯数 2,678 世帯

（Ｈ１9．４．１現在）

面　　　積

人　　　口

世　帯　数

三重県亀山市関町木崎37番地の１

消 防 本 部 設 置 年 月 日

亀 山 市 消 防 署 設 置 年 月 日

亀山市消防署関分署設置年月日

亀 山 消 防 署 設 置 年 月 日

（行政人口　平成19年4月1日現在)

消
防
本
部
・
消
防
署

吏員１名に対する

ポンプ１台に対する

亀　　　山　　　市　　　勢

人口等に対する消防力の比較表

名

台消防ポンプ

消防吏員 76

7

関 消 防 署 設 置 年 月 日

消 防 本 部 、 消 防 署 所 在 地

関 消 防 署 所 在 地

平成９年  ４月 １日

三重県亀山市野村四丁目1番23号

昭和24年  ２月 11日

昭和42年  ４月 １日

昭和54年  10月 １日

平成９年  ４月 １日



（単位　千円）

区分

年度

13,736,000 864,020 6.3 当初予算

16,897,000 680,190 4.0 〃

18,899,400 761,772 4.0 〃

18,429,700 801,685 4.3 〃

20,570,100 868,604 4.2 〃

（単位　千円）

区分

年度

平成１５年度 864,020 597,360 37,789 228,871

平成１６年度 680,190 575,433 36,527 68,230

平成１７年度 761,772 610,454 73,153 78,165

801,685 653,256 61,009 87,420

868,604 716,050 58,342 94,212

市予算と消防予算の比較表

合　　　計 常備消防費 非常備消防費 消防施設費

備　　考比率（％）消防予算額

平成１９年度

市予算額

備考･平成17年1月10日までの消防事務委託に係る両市町の常備消防費負担額は、人口
　　 及び基準財政需要額をもとに算出。（亀山市８１．１％　関町１８．９％で運用）

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

消　　防　　予　　算　　表

平成１８年度

平成１８年度

平成１９年度

　　　･平成17年 1月11日鈴鹿郡関町と市町村合併。



消防本部組織・事務分掌

消
防
総
務
室
長

予
防
室
長

予防室員

 1　組織、消防行政の企画及び総合調整に関すること。
 2　消防施設等の整備計画に関すること。
 3　災害の応援、受援及び協力に関すること。
 4　警防、救急、救助等の計画に関すること。
 5　諸行事の企画及び運用に関すること。
 6　財産の管理及び処分に関すること。
 7　消防団に関すること。
 8　消防職員及び及び消防団員の研修教養に関すること。
 9　消防職員及び消防団員の被覆等の貸与に関すること。
10　消防職員及び消防団員の福利厚生に関すること。
11　消防職員の進退、配置、賞罰その他身分に関すること。
12　予算及び経理に関すること。
13　例規及び文書に関すること。
14　式典及び表彰に関すること。
15　公印の保管に関すること。
16　公務証票に関すること。
17　消防団員の身分及び諸給与に関すること。
18　消防団員の災害補償、賞じゅつ金等に関すること。
19　他の室に属さない事項。

 1　火災予防に関すること。
 2　建築確認等に関すること。
 3　消防用設備等の指導に関すること。
 4　防火管理に関すること。
 5　火災原因及び損害の調査に関すること。
 6　火災警報に関すること。
 7　り災証明に関すること。
 8　火を使用する施設等の届出の処理に関すること。
 9　火災及び予防の統計に関すること。
10　危険物の規制に関すること。
11　危険物製造所等の許可、認可及び検査に関すること。
12　危険物取扱者、危険物保安監督者等に関すること。
13　少量危険物及び指定可燃物の届出の処理に関すること。
14　高圧ガス、火薬等の保安に関すること。
15　危険物製造所等の事故調査及び報告に関すること。
16　危険物等協力諸団体に関すること。
17　防火協力団体に関すること。

消防総務室員

消
　
防
　
長

情
報
指
令
室
長

 1　災害情報の収集に関すること。
 2　出動指令に関すること。
 3　防災関係機関等との連絡調整に関すること。
 4　消防通信の運用及び統制に関すること。
 5　救急医療情報業務に関すること。
 6　気象情報に関すること。
 7　通信機器等の維持管理に関すること。

情報指令
第一担当

情報指令
第二担当



消防署組織・事務分掌

消
 
防
 
長

亀
山
消
防
署
長

高
度
救
急
対
策
監

（
兼

）
副
署
長

関
消
防
署
長

消防
第一担当

消防
第一担当

消防
第二担当

消防
第二担当

　
特
殊
災
害
対
策
監

（
兼

）
副
署
長

 1　水火災その他災害の警戒及び防御に関すること。
 2　特殊な建築物及び工作物の警防計画に関すること。
 3　特殊工作物の非常用施設に関すること。
 4　救助活動に関すること。
 5　水火災等の活動記録及び統計に関すること。
 6　消防職員及び消防団員の訓練に関すること。
 7　自治会等の訓練指導に関すること。
 8　消防水利施設等の点検及び地理調査に関すること。
 9　警防査察等に関すること。
10　車両、機械器具等の点検及び整備に関すること。
11　警防に関する各種届出に関すること。
12　防火診断、枯草等の調査及び防火指導に関すること。
13　軽易な火災の原因及び損害の調査に関すること。
14　刊行物等の発行に関すること。
15　署の庶務に関すること。
16　救急活動に関すること。
17　救急業務の高度化推進に関すること。
18　高度救急業務計画及びその運用に関すること。
19　救急指導及び応急手当の普及に関すること。
20　救急業務に係る記録及び統計に関すること。
21　医療機関等との連携調整に関すること。
22　救急用資機材等の点検、整備及び運用に関すること。
23　救急搬送証明に関すること。

 1　水火災その他災害の警戒及び防御に関すること。
 2　救急及び救助活動に関すること。
 3　救急指導及び応急手当の普及に関すること。
 4　水火災等及び救急業務の活動記録及び統計に関すること。
 5　消防職員の訓練に関すること。
 6　自治会等の訓練指導に関すること。
 7　防火診断、枯草等の調査及び防火指導に関すること。
 8　警防に関する各種届出に関すること。
 9　車両、機械器具、救急用資機材等の点検及び整備に関するこ
と。
10　消防水利施設等の点検及び地理調査に関すること。
11　軽易な火災の原因及び損害の調査に関すること。
12　救急搬送証明に関すること。
13　刊行物等の発行に関すること。

署 庶務 関する



76

76 1 1 6 8 24 17 0 19

消防長 1 1

消防総務室長 1 1

消防総務室員 5 1 1 3

消防総務室付
市役所出向

1 1

消防総務室付
消防学校派遣

5 5

予防室長 1 1

予防室員 5 1 2 2

情報指令室長 1 1

情報指令室員 8 1 5 2

署長 1 1

特殊災害対策監
（兼）副署長

1 1

高度救急対策監
（兼）副署長

1 1

亀山消防署員 26 2 11 7 6

署長 1 1

関消防署員 18 2 5 5 6

亀
山
消
防
署

関
消
防
署

定　　　　　員 階　級　別　条　例　定　員　な　し

職　　員　　数

消
　
防
　
本
　
部

合

計
　区　　分

職 員 配 置 表
（H19.4.1現在）

階　級 別 消 　防 　吏　　員

消

防

司

令

補

消

　
防

　
士

　
長

消

防

副

士

長

消

防

士

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令



消

防 防

正 司 士

監 監 長 令 補 長 長 士

76 1 1 6 8 24 17 0 19

22.1 2 37 38.2 34.1 29.1 11.5 3

消防職員勤続年数表

14

12

9

8

9

3

3

11 4 3

72 3

122

3

1 2

9

17

6 2

18 1

平　　　　　均

５年未満

３５年以上

２５年以上
３０年未満
３０年以上
３５年未満

１５年以上
２０年未満
２０年以上
２５年未満

５年以上
１０年未満
１０年以上
１５年未満

計
　年　数

実　　　　　員

防

令 令 士

防 司 司 副

消

防
防

防 防

（H19.4.1現在）　

階　級　別　 消　　防　　吏　　員

合 消 消 消 消 消 消



消 事

防 防 務

正 司 士 吏

　年別 監 監 長 令 補 長 長 士 員

平成４年 62 1 2 3 12 18 19 6 1

平成５年 62 1 3 7 12 25 8 5 1

平成６年 64 1 3 7 12 25 8 7 1

平成７年 65 1 5 9 12 23 7 7 1

平成８年 67 1 5 9 12 23 7 9 1

平成９年 67 1 5 8 12 26 2 12 1

平成１０年 68 1 5 8 12 27 1 13 1

平成１１年 68 1 1 4 8 12 28 1 12 1

平成１２年 68 1 1 4 8 12 28 13 1

平成１３年 67 1 1 4 8 12 29 12

平成１４年 68 1 1 4 8 19 23 11 1

平成１５年 70 1 1 4 8 21 22 13

平成１６年 71 1 1 7 8 21 22 11

平成１７年 73 1 1 7 9 25 18 12

平成１８年 74 1 2 6 7 25 18 15

平成１９年 76 1 1 6 8 24 17 19

消防職員数の累年比較表

計

　　階級別

（H19.4.1現在）　

防

令 令 士

防 司 司 副

防
防

防 防

消　　　防　　　吏　　　員

合 消 消 消 消 消 消 消



　　階級別

消

防 防

正 司 士

監 監 長 令 補 長 長 士

合　計 76 1 1 6 8 24 17 0 19
平　均 46.5 60 56 56 52.4 43.9 32.3 24.6
１９歳
２０歳
２１歳
２２歳 3 3
２３歳 4 4
２４歳 2 2
２５歳 4 4
２６歳 4 4
２７歳
２８歳 2 1 1
２９歳 3 2 1
３０歳 1 1
３１歳 4 4
３２歳 3 3
３３歳 1 1
３４歳 2 2
３５歳 1 1
３６歳
３７歳
３８歳 1 1
３９歳 1 1
４０歳 1 1
４１歳 1 1
４２歳
４３歳 1 1
４４歳
４５歳
４６歳 8 8
４７歳 1 1
４８歳 4 1 3
４９歳 2 2
５０歳 4 1 3
５１歳 4 2 2
５２歳 2 2
５３歳 3 2 1
５４歳
５５歳 2 2
５６歳 1 1
５７歳
５８歳 1 1
５９歳 4 2 1 1
６０歳 1 1
６１歳
６２歳

消防職員年令表
（H19.4.1現在）　

消　　防　　吏　　員

合 消 消 消 消 消 消 消

防 防 防 防

計
　年　令

防

令 令 士

防 司 司 副



所 在 地
構 造

敷地面積

建築面積

延べ面積

竣 工

所 在 地
構 造

敷地面積

建築面積

延べ面積

竣 工
  781．03㎡
平成15年3月20日

三重県亀山市関町木崎37番地の1
木造２階建一部鉄筋コンクリート造

2,256．00㎡

  685．43㎡

関　消　防　署

消　防　庁　舎　の　概　要

（H19． 4． １現在）

亀山市消防本部・亀山消防署

三重県亀山市野村四丁目1番23号
鉄筋コンクリート造３階建

6,121．26㎡

1,711．08㎡

2,635．89㎡
平成9年4月1日



消防ポンプ車等現有状況

化 学 自 動 車
水槽付自動車 １台
ポンプ自動車 １台
救 急 自 動 車 １台
はしご自動車
救 助 工 作 車 １台
広 報 車 １台
山林火災用軽四積載車

事務連絡車等
小型動力ポンプ

凡　例

亀山消防署 関消防署

１台
１台
２台
２台
１台

２台
１台
２台

Ｃ１　１台

　８台

亀山市消防団

ポ ン プ 自 動 車 　２台

小型動力ポンプ
Ｄ１　　３台

　　　　区分
種別

  　　　　消防本部

　　　  　消防署

　　　  　団本部

　　　  　ポンプ自動車

  　　　　小型動力ポンプ付積載車

  　　　　山林火災用軽四積載車

  　　　　小型動力ポンプ

　　　　　　　　　　　　　分団区域線

　　　　　　　　　　　　　自動車道

　　　　　　　　　　　　　国道

　　　　　　　　　　　　　県道

Ｂ２　　２台
Ｂ３　３８台

　　　　　　 区　分
種　別

小型動力ポンプ付積載 ２３台
山林火災用軽四積載車

坂本

池山

安楽

原尾

平尾

辺法寺

太田

徳原

南条

田村

能褒野

みどり町

川合

羽若

本町

天神

三寺
中庄

下庄

小川

松山

上白木

布気

山下

木下
太岡寺

小野

下白木
白木一色

会下

新所

市瀬

沓掛

坂下

萩原

越川

市場板屋

かぶと せき
かめやま

いだがわ

しものしょ

木崎

滋　賀　県

鈴　鹿　市

津　市

伊　賀　市

亀山市消防配置

鈴鹿峠

国道25号

名阪国道（国道25号）

国道１号

国道306号

近畿自動車道関伊勢線

ＪＲ

関西本線

ＪＲ

紀勢本線

第五分団

第四分団
第六分団

第二分団
第一分団

第八分団 第三分団

第十二分団

第十一分団

第九分団

第十分団

第七分団

関消防署

消防本部

近畿自動車道名古屋亀山線

阿野
田



　　　　区　分

所　属
種　　別　　等 車　　　　　両 種　　別　　等 車　　　　　両

消防長車（亀山５１）
登　　録　鈴鹿３００さ１５-１３
車　　名　ト　ヨ　タ
年　　式　Ｈ１６
排 気 量　１９８０ｃｃ

指令広報車（亀山５２）
登　　録　三重８００さ４６-８７
車　　名　日　産
年　　式　Ｈ１３
排 気 量　１７６０ｃｃ

防災広報車（亀山６１）
登　　録　三重８00す１３-９３
車　　名　日　産
年　　式　Ｈ１7
排 気 量　２９５０ｃｃ

事務連絡車
登　　録　三重４１み３１-１６
車　　名　スズキ
年　　式　 Ｈ９
排 気 量　６６０ｃｃ

はしご車（亀山３１）
登　　録　　三重８００は　７３２
車　　名　　日　野
年　　式　　Ｈ１６
排 気 量　２０７８０ｃｃ

水槽付ポンプ車（亀山７）
登　　録　三重８００は　２６２
車　　名　イスズ
年　　式　 Ｈ１３
排 気 量　８２２０ｃｃ

普通ポンプ車（亀山３）
登　　録　三重８８ほ１６-０５
車　　名　イスズ
年　　式　 Ｈ１
排 気 量　３６３６ｃｃ

普通ポンプ車（亀山６）
登　　録　三重８８ほ４６-５５
車　　名　三　菱
年　　式　 Ｈ４
排 気 量　４２１０ｃｃ

高規格救急車
（救急亀山１）
登　　録　三重８００さ７４-００
車　　名　日　産
年　　式　 Ｈ１４
排 気 量　３４９０ｃｃ

高規格救急車
（救急亀山２）
登　　録　鈴鹿８３０さ　１１９
車　　名　トヨタ
年　　式　 Ｈ１９
排 気 量　２６９０ｃｃ

化学車（亀山２）
登　　録　三重８８ほ２６-４４
車　　名　日　野
年　　式　 Ｈ３
排 気 量　７４１０ｃｃ

山林火災用軽四輪車
（亀山５）
登　　録　三重８０あ２３-１４
車　　名　ダイハツ
年　　式　 Ｈ１２
排 気 量　６６０ｃｃ

　　　　区　分

所　属
種　　別　　等 車　　　　　両 種　　別　　等 車　　　　　両

普通ポンプ車（関１）
登　　録　三重８８ま　４６０
車　　名　イスズ
年　　式　 Ｈ８
排 気 量　4570ｃｃ

水槽付ポンプ車（関２）
登　　録　三重８００さ９０-３２
車　　名　三　菱
年　　式　 Ｈ1５
排 気 量　８２００ｃｃ

救助工作車（亀山４１）
登　　録　三重88ゆ２２-９４
車　　名　日　野
年　　式　 Ｈ1０
排 気 量　７９６０ｃｃ

高規格救急車
（救急関１）
登　　録　三重８００さ５７-３０
車　　名　トヨタ
年　　式　 Ｈ１３
排 気 量　３３７０ｃｃ

指令広報車（関５1）
登　　録　三重８８す２８-３２
車　　名　スズキ
年　　式　 Ｈ６
排 気 量　1590ｃｃ

消防本部（署）車両一覧表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （Ｈ１９．４．１現在）

消
防
本
部
・
亀
山
消
防
署

関
消
防
署



種 項目 回

装備

２３

１

電 １

６

５

話 ２

２

施 ２

４

４

設 ３

２

１

配置数 適　　　　　　　　　　用

 市町村波１５１.３１ＭＨｚ　県内波１５３.５３ＭＨｚ　全国波１５０.７３ＭＨｚ

 空中線電力　１０Ｗ

 市町村波１５１.３１ＭＨｚ　県内波１５３.５３ＭＨｚ　全国波１５０.７３ＭＨｚ

 全国波１４８.７５ＭＨｚ　全国波１５４.１５ＭＨｚ　空中線電力　１０Ｗ

 小型動力ポンプ付積載車

 化学車

 普通ポンプ車

 山林火災用軽四輪車

 普通ポンプ車

 水槽付ポンプ車

 高規格救急車

 高規格救急車

 はしご車

 救助工作車

 消防長車

 指令広報車

 防火広報車

 普通ポンプ車

 水槽付ポンプ車

 高規格救急車

 指令広報車

自動遠隔サイレン吹鳴装置　　　　　基地局１基　　　　　子局１０基

同報無線サイレン吹鳴装置　　　　　基地局１基　　　　　子局３基

か め や ま ３

か め や ま ５ ２

消

防

無

線

施

設

せ　き１０１～１０５（５Ｗ５局）　　　　　　　　　　　　　　

救 急 せ き １

せ き ５ １

せ き ２

か め や ま ７

救 急 か め や ま １

陸　 上
移動局

 災害状況等自動案内装置(着信専用）

 窓口用、　システム用、　連絡用、　緊急用（携帯電話）

 指令室、　本部事務室、　亀山消防署、　関消防署

せ き １

 亀山消防署、　関消防署、　予防室

 救急かめやま１、　救急かめやま２、　救急せき１

 亀山市立医療センター　(救急車車載伝送装置専用）

救 急 か め や ま ２

か め や ま ４ １

自 動 車 電 話

か め や ま ５ １

か め や ま ６ １

か め や ま ５

か め や ま ６

か め や ま ３ １

 指令室４、　関消防署１

 着信用４台、　発信用３３台

 １階１７台、　２階２０台

 オートダイヤルアナウンス装置（発信専用）

 近畿自動車道名古屋亀山線、　近畿自動車道関伊勢線

線
適　　　　　　　　　　用

 地上系１、　衛星系３、　ファクシミリ１、　衛星（可搬式）１

救 急 用 心 電 図 伝 送 装 置

か め や ま １

か め や ま ２

呼び出し名称

かめやましょうぼう

せ き し ょ う ぼ う

２基地局

４１

かめやま１０１～１１７，１２３，１２４（５Ｗ１９局）　　　　　

救急医療情報システム用電話

フ ァ ク シ ミ リ

携 帯 電 話

一 般 加 入 電 話

市 役 所 庁 内 専 用 電 話

庁 内 電 話

順 次 指 令 用 電 話

別

通　　信　　施　　設　　一　　覧　　表
（Ｈ１9．４．１現在）　

テ レ ホ ン サー ビ ス 用電話

火災救急専用電話（１１９）

国 土 交 通 省 電 話

道 路 公 団 電 話

防 災 行 政 無 線 電 話

 亀山局２、川崎野登局２、関局２、加太局２、ＩＰ電話６、衛星１、携帯８

 名阪国道非常電話



○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

 

気象情報収集装置

風向風速計

百葉箱

雨量計

○

地図等検索装置

指令電送出力装置

病院運用表示盤

音声合成装置

総合情報表示盤

車両運用表示盤

職員出退表示盤

○

無線サイレン吹鳴装置

災害状況等自動案内装置

監視モニターテレビ装置

○

○

 

順次指令装置

無停電電源装置

無線統制台

○ 外部記憶装置

○ データ修正装置

○ 日本語ディスプレイ

基地局無線機

配 線 架

署 所 端 末 装 置

そ の 他

自動出動指定装置 指 令 装 置

　最先端の電子技術を駆使した「消防緊急通信指令施設」は、万一の災害発生時により早く、より的確
に対応すべくコンピューターと通信技術によって、情報の伝達と、処理を効率的に行い消防活動の拠点
として設置しております。

消防通信系統

指 令 台

電 源 装 置

録 音 装 置

非常用指令設備

○

○

制
御
処
理
装
置

○ コンソールディスプレイ

○ 日本語プリンタ

○ 補助記憶装置

○

○

○

○

○

○

○

　（プロジェクター）



消 防 通 信 系 統 図



（Ｈ１９．４．１現在）　

泡消火薬剤(界面活性剤） 2,030㍑

背負い式消火水のう 34

ウォ－ターカ－テンホース 30

発電機 14

チェーンソー 3

空気呼吸器 41

耐熱服 3

耐ガス密閉式防護服 2

防毒衣 3

コンビネーションガス検知器（防爆型） 1

可燃性ガス検知器 2

インパルス消火システム 1

陽圧式化学防護服 2

除染シャワー 1

除染剤散布器 1

エアーテント一式 1

チルホール 4

エンジンカッター 3

救命索発射銃 2

ポートパワー 2

ガス溶断機 2

エアーソー 1

救命胴衣 22

救命浮輪 7

ゴムボート 1

熱画像探索機 2

縛帯 6

安全帯 19

安全マット 8

サバイバースリング 1

マンホール救助器具 1

携帯用コンクリート破壊器具 1

マット型空気ジャッキ 1

チェーンブロック 1

油圧救助器具 2

空気切断機(エアーツール) 1

ハンマードリル 1

放射線測定器 1

バスケット担架 1

　
　
　
　
消
　
　
防
　
　
用

救
　
　
助
　
　
用

品　　　　　　　　　　　　　名 数    量

主な資器材の種類及び数量表

種
別



簡易型画像探索機 1

削岩機 1

送排風機 1

耐電衣一式 2

耐電手袋 5

張力計（３ t用） 1

電動金ノコギリ 1

車両移動器具 2

携帯用人工蘇生器 4

マジックギプス 5

電動式吸引器 5

自動車電話ファックス 3

患者監視装置 3

血中酸素飽和度測定器 3

自動式心肺蘇生装置 3

ショックパンツ 4

心電図伝送装置 3

自動式除細動器 3

輸液ポンプ 3

シャットノクサス 2

紫外線殺菌灯 3

ＥＯＧ滅菌器 2

超微粒噴霧消毒機 2

エアーストレッチャー 1

気管内挿管練習モデル 1

レサシアンダミー（乳児２体、少年２体等を含む） 12

漏電計 1

接地抵抗計 1

引火点測定器 1

騒音計 1

炭化深度測定器 1

照度計 1

ピトーゲージ 2

絶縁抵抗器 1

超音波厚さ計 1

電磁式膜厚計 1

　
　
　
予
　
　
防
　
　
用

数    量

　
　
　
　
　
救
　
　
　
　
急
　
　
　
　
用

種
別 品　　　　　　　　　　　　　名

　
　
救
　
助
　
用



2,016 1,561 578 285 166 76 230 130 96 455 192 133 100 30

小　　計 1,598 1,268 484 243 140 53 173 100 75 330 147 99 64 20

５０ｍｍ 12 10 2 7 1 2 1 1

７５ｍｍ 647 460 189 92 36 12 65 48 18 187 75 54 46 12

１００ｍｍ 377 297 91 54 30 13 46 30 33 80 27 34 15 4

１２５ｍｍ 22 11 5 4 1 1 11 11

１５０ｍｍ 313 288 122 55 22 19 30 21 19 25 10 9 3 3

２００ｍｍ 79 55 30 8 2 2 8 5 24 22 2

２５０ｍｍ 41 40 18 5 17 1 1

３００ｍｍ 49 49 9 10 25 5

３５０ｍｍ 29 29 11 10 8

４００ｍｍ 21 21 4 5 12

４５０ｍｍ 8 8 3 5

小　　計 418 293 94 42 26 23 57 30 21 125 45 34 36 10

２０㎥未満 42 26 6 6 3 5 4 2 16 4 3 9

２０㎥以上～
４０㎥未満

104 63 16 3 8 6 14 9 7 41 11 12 14 4

４０㎥以上～
　６０㎥未満

259 194 63 32 15 17 38 17 12 65 29 18 13 5

６０㎥以上～
１００㎥未満

7 5 5 2 1 1

１００㎥以上 6 5 4 1 1 1

二次製品 105 97 34 21 8 5 19 4 6 8 3 1 4

合
　
計

関
関
周
辺

加
太

防
　
火
　
水
　
槽

公
　
　
設

小
　
計

小
　
計

白
川

区　分

合　　　　計

消
　
　
　
　
　
火
　
　
　
　
　
栓

配
　
　
　
　
　
管
　
　
　
　
　
径

坂
下

亀山市消防水利一覧表

Ｈ１9.4.１現在

井
田
川

神
辺

昼
生

川
崎

野
登

地区別
亀
山



　○消火器具収納ボックス等

　　16自治会　　20設備等

　○新設　 １9　基

　○移設　　24　基

　○第９分団小型動力ポンプ積載車更新

　○第６分団白木車庫照明設備設置工事

　○40㎥級有蓋地下埋設式 3基

　　川崎町柴崎

　○第１０分団会下車庫スレート張替え修繕

　○高規格救急自動車及び積載機具更新

　○自治会消防用設備

　　設置費補助事業

　○消火栓設置工事

　○消防団車庫修繕工事

　○車両更新

　市単独事業

　　白木町上白木

　　関町鷲山

　○消防防災設備等整備事業

平成18年度主要事業(施設・備品整備）一覧表

主　要　事　業　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　防災基盤整備事業

　○防火水槽新設工事



甲　種 乙　種

イ 劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場 1 1

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 49 13 67

イ キャバレー・カフェー等

ロ 遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 4 4

ハ 風 俗 営 業 等 の 店 舗

イ 待 合 ・ 料 理 店 の 類

ロ 飲 食 店 23 9 17

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等 56 24 9

イ 旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 20 13

ロ 寄宿舎・下宿・共同住宅 324 22 1

イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 19 6 2

ロ 養護施設・児童福祉施設 34 22 1

ハ 幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 8 5

小・中・高・大学・各種学校 57 20 3

図 書 館 3 2

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場

停 車 場 4

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 の 類 20 2 1

イ 工 場 ・ 作 業 場 458 49 1

ロ 映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ 1

イ 車 庫 ・ 駐 車 場 22

ロ 飛 行 機 等 の 格 納 庫

倉 庫 261 1

前各項に該当しない事業所 257 25 7

イ 特 定 複 合 用 途 建 築 物 155 48 23

ロ その他の複合用途建築物 86 2 3

文 化 財 等 の 建 造 物 8 2

延長５０ｍ以上のアーケード 1

1,871 270 135合　　　　　計

4

5

6

7

8

10

16

17

18

15

防　火　対　象　物　一　覧　表

9

1

2

3

12

13

11

14

防火対象物の別

（Ｈ１9．４．１現在）

　施行令第６
　条による防
　火対象物

防火管理者を必要とする
防　 火　 対　　象　　物



イ

ロ

イ

ロ

ハ

イ

ロ 1 1

6 6

イ 2 2

ロ 66 65 1

イ 3 2 1

ロ 2 1 1

ハ

イ

ロ

イ 44 26 15 3

ロ

イ 1 1

ロ

25 22 3

17 16 1

イ 4 4

ロ 2 2

173 148 21 4合　　　　　計

17 文 化 財 等 の 建 造 物

18 延長５０ｍ以上のアーケード

15 前各項に該当しない事業所

16
特 定 複 合 用 途 建 築 物

そ の 他 の 複 合 用 途 建 築 物

13
車 庫 ・ 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

14 倉 庫

11 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 の 類

12
工 場 ・ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

9
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

10 停 車 場

7 小・中・高・大学・各種学校

8 図 書 館

5
旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅

6

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所

養 護 施 設 ・ 児 童 福 祉 施 設

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校

3
待 合 ・ 料 理 店 の 類

飲 食 店

4 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等

1
劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場

公 会 堂 ・ 集 会 場

2

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー 等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

風 俗 営 業 等 の 店 舗

防　火　対　象　物　建　築　同　意　件　数

（Ｈ１８．４～Ｈ１９．３）

種　別
合　計 新　築 増　築 その他

防火対象物の別



61

8 10

3

6 6

1 1

3 2

6 7

1 1

75 64

1 3

6 5

28 25

12 10

1 1

7 6

158 202

消防用設備等着工・設置届処理状況表

（Ｈ１８．４～Ｈ１９．３）

着工届 設　置　届

消

　
火

　
設

　
備

消 火 器

屋 内 消 火 栓

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

粉 末 消 火 設 備

泡 消 火 設 備

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

動 力 消 防 ポ ン プ

警
　
報
　
設
　
備

自 動 火 災 報 知 設 備

消防機関へ通報する火災報知設備

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

漏 電 火 災 警 報 機

非 常 警 報 設 備

合　　　　　　　計

　設　置　別

　　届　出　別

消　　　防　　　用　　　水

連　  結 　　送 　　水 　　管

避
難
設
備

誘 導 灯

避 難 器 具

簡 易 自 動 消 火 設 備



881

25

道 路 交 通 障 害

水 道 の 断 水

合　　　　計 1347

指 定 可 燃 物 8

液 化 石 油 ガ ス 45

催 物 開 催 2

少 量 危 険 物 39

火 災 と ま ぎ ら わ し い 行 為 36

煙 火 打 上 28

り 災 証 明 交 付 数 19

喫 煙 ・ 裸 火 の 使 用 等 12

蓄 電 池 設 備 9

ネ オ ン 管 灯 設 備 1

変 電 設 備 18

発 電 設 備 8

ボ イ ラ ー 設 備 1

給 湯 湯 沸 設 備 2

炉 2

厨 房 設 備

防 火 管 理 者 選 解 任 届 75

乾 燥 設 備 3

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 93

消 防 計 画 40

各　種　届　出　処　理　状　況　表

　

件　　数
　　区　分

（Ｈ１８．４～Ｈ１９．３）



ク　ラ　ブ　名　称 クラブ員数 結成年月日

亀山愛児園幼年消防クラブ 65 昭和59年12月1日

亀山市第三愛護園幼年消防クラブ 35 昭和59年12月1日

川崎愛児園幼年消防クラブ 44 昭和59年12月1日

平尾婦人防火クラブ 18 昭和60年12月1日

坂本婦人防火クラブ 14 昭和63年7月1日

池山婦人防火クラブ 7 昭和63年7月1日

安楽婦人防火クラブ 8 昭和63年7月1日

原尾婦人防火クラブ 15 昭和63年7月1日

辺法寺婦人防火クラブ 23 昭和63年7月1日

市瀬西組婦人防火クラブ 12 平成元年5月12日

小川婦人防火クラブ 10 平成6年6月1日

楠平尾婦人防火クラブ 35 平成8年4月1日

合　　　　　　計 286

幼少年婦人防火委員会加入団体一覧表
（H１9．４．１現在）



年度別

358 (74) 369 (77) 363 (76)

2 2 2

48 (13) 49 (14) 47 (14)

75 (18) 70 (18) 69 (18)

11 24 24

67 (12) 69 (12) 66 (12)

13 ( 8) 14 ( 9) 17 ( 9)

19 ( 2) 18 ( 2) 18 ( 2)

29 ( 6) 28 ( 6) 27 ( 5)

29 ( 7) 30 ( 8) 28 ( 8)

65 ( 8) 65 ( 8) 65 ( 8)

399 84 40 53 17 61 13 55 76

2 1 1

52 5 6 9 2 10 1 4 15

70 19 17 1 1 10 4 18

42 3 2 5 1 31

65 25 2 14 7 3 3 11

17 6 1 1 9

18 3 1 1 11 2

25 5 7 3 1 3 1 5

32 5 1 8 2 4 3 1 8

76 13 3 11 24 1 16 8

危険物製造所等の施設推移状況表（完成検査済）

合　　　　　　　　　　計

合計 亀山 神辺 昼生 川崎

一 般 取 扱 所

危険物製造所等の地区別施設状況表（完成検査済）

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所 ( 営 業 用 ）

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

          地区別
関

取
扱
所

給 油 取 扱 所 ( 自 家 用 ）

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

貯
蔵
所

製　　　　造　　　　所

野登 白川
製造所等

井田川

（H19.４.１現在）

屋 外 貯 蔵 所

給油取扱所 ( 営業用 )

給油取扱所 (自家用 ）

販 売 取 扱 所

76

32

（H1９.４.１現在）

(　)内は、旧関町管内の件数を再掲

取
扱
所

貯
蔵
所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

平成1８年度平成１４年度 平成１５年度 平成1７年度

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

合　　　　　　　　計

製　　　造　　　所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

平成1６年度
製造所等

383 399

2

52

70

65

42

25

18

17

2

48

69

37

66

17

69

18

26

31



月　　別 合 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
計 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

69 8 1 4 3 3 7 8 9 11 3 8 4

2 1 1

許
5 1 1 3

5 1 4

可
17 2 2 3 1 2 6 1

( 2 2

設

置
1 1

・

変
5 1 1 1 1 1

更
4 1 2 1

)

28 4 1 1 2 2 2 3 2 4 3 2 2

57 7 5 3 2 5 3 3 6 5 4 11 3

完
1 1

成
5 1 1 3

検
2 1 1

査
14 3 2 1 2 6

( 3 1 2

設

置
1 1

・

変
5 2 1 1 1

更
3 2 1

)

23 3 2 1 2 4 1 1 2 1 4 2

屋 内 タ ン ク 貯蔵所

地下 タ ン ク貯蔵所

簡易 タ ン ク貯蔵所

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合　　　　　　　　　計

製造所等

移動 タ ン ク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給油取扱所（営業用）

給油取扱所（自家用）

屋外 タ ン ク 貯蔵所

移動 タ ン ク貯蔵所

合　　　　　　　　　計

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

屋外 タ ン ク貯蔵所

一 般 取 扱 所

　（H１８．４～H１９．３）

危険物製造所等の許可 ・ 完成検査状況表

屋 外 貯 蔵 所

給油取扱所（営業用）

給油取扱所（自家用）

販 売 取 扱 所

屋内 タ ン ク貯蔵所

地下 タ ン ク貯蔵所

簡易 タ ン ク貯蔵所



月別

区分

139 26 11 10 7 7 16 8 13 16 6 7 12

25 5 2 1 1 1 6 1 3 2 1 2

10 3 1 1 1 2 2

15 5 1 2 1 1 1 2 2

1 1

7 1 1 1 1 2 1

6 1 2 1 2

35 7 1 2 1 1 2 3 3 6 1 5 3

26 5 3 2 2 3 2 3 1 1 1 3

2 1 1

1 1

4 1 1 1 1

6 3 1 1 1

1 1

在庫管理計画書

３
月

合計

仮貯蔵仮取扱承認
申請書

仮使用承認申請書

１１
月

１２
月

１
月

２
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

危険物事故発生届

危険物取扱者
選任・解任届書

設置者の氏名
変更届書

品名、数量又は指定
数量の倍数変更届書

廃止届出書

休止届出書

予防規程認可申請書

資料提出書

危険作業開始届出書

完成検査済証
再交付申請書

危険物製造所等申請・届出処理状況表

（H１８．４～H１９．３）

合
計

４
月

５
月

６
月

完成検査前検査申請書

譲渡引渡届

保安監督者
選任・解任届出届



平成18年 37
平成17年 46
平成16年 44
平成15年 50
平成14年 46
平成13年 47
平成12年 45
平成11年 43
平成10年 41
平成9年 30

建物火
災 12
林野火
災 3
車両火
災 10
その他
火災
12件 12

10年間の火災件数

平成１8年火災種別

平成１8年火災種別

建物火災
12件

林野火災
3件車両火災

10件

その他火災
12件

平成１8年火災種別

建物火災
12件
林野火災
3件
車両火災
10件
その他火災
12件

10年間の火災件数

37

46

44

50

46

47

45

43

41

30

0 10 20 30 40 50 60

平成18年

平成17年

平成16年

平成15年

平成14年

平成13年

平成12年

平成11年

平成10年

平成9年



合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他
建物(㎡) 林野(ａ)

死

者

負
傷
者

30 8 7 6 9 287 121 1 3 28,836

9 1 2 4 2 8 67 2 7,689

41 14 2 10 15 1,458 2 6 46,375

6 1 3 2 1 1 640

43 9 10 9 15 167 42 1 43,971

11 2 3 2 4 49 27 6,740

45 16 2 5 22 1,819 2 1 5 229,307

9 3 2 4 718 2 74,631

47 8 5 11 23 187 16 5 19,113

11 2 4 5 15 5,994

46 7 2 10 27 1,388 2 1 3 84,555

8 1 1 4 2 1,100 2 2 45,468

50 18 1 17 14 1,144 2 4 87,019

6 6 2,807

44 15 2 13 14 1,140 3 1 116,171

11 2 6 3 43 4,392

平成1７年 46 17 2 13 14 626 1 3 49,912

平成18年 37 12 3 10 12 856 6 1 2 41,797

１ ０ 年 間 の 火 災 件 数 ・ 損 害 額 等 比 較 表

平成１4年

平成１２年

平成１３年

平成１１年

平成１０年

平成　９年

※平成9年から１６年までの下欄は旧関町内の件数等で再掲

平成１6年

火　災　件　数

平成１5年

損害額(千円)

焼　損　面　積 死傷者　　区　分

 年　別



　　　　　　月別

 原因別

合

計

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

七

月

八

月

九

月

十

月

十
一
月

十
二
月

合　計 37 5 3 4 3 3 1 5 4 2 3 4

たばこ 1 1

こんろ

かまど

風呂かまど

炉

焼却炉

ストーブ 1 1

こたつ

ボイラー

煙突・煙道 4 1 1 2

排気管

電気機器

電気装置

電灯・電話等の配線 1 1

内燃機関

配線器具

火あそび 1 1

マッチ・ライター

たき火 3 2 1

溶接機・切断機 2 1 1

衝突の火花

取灰

火入れ 3 1 1 1

放火 1 1

放火の疑い 3 1 1 1

その他 7 1 2 1 1 1 1

不　明 10 1 2 1 2 4

出火原因及び月別件数状況表



合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

建物
(㎡)

林野
(ａ)

死

者

負
傷
者

合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

合　計 37 12 3 10 12 856 6 1 2 6 16 41,797 19,452 3,702 15,647 2,996

　１月 5 1 1 3 556 1 15,628 15,628 0

　２月 3 2 1 1 4 75 64 11 0

　３月 4 1 3 47 1 1 4,183 2,233 1,950

　４月 3 1 2 100 100

　５月 3 1 1 1 1 5,715 207 5,508 0

　６月 1 1 230 230 0

　７月 5 2 3 62 3,487 1,304 2,183

　８月 4 1 1 2 1 1 2 732 16 716

　９月 2 1 1 5 348 348

１０月 0 0

１１月 3 1 1 1 13 1 1 4 8,080 813 7,267

１２月 4 3 1 177 1 2 5 3,219 2,889 330

　区分

 月別

月　　　別　　　火　　　災　　　状　　　況　　　表

出 火 件 数 焼損面積 死傷者 損　害　額　(　千　円　)り
災
世
帯

り
災
人
員



合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他
建物(㎡) 林野(ａ)

死

者

負
傷
者

合　　計 37 12 3 10 12 856 6 1 2 41,797

　０～　１ 3 2 1 2,284

　１～　２ 1 1 1 5,508

　２～　３ 2 1 1 7,267

　３～　４ 0

　４～　５ 1 1 11

　５～　６ 0

　６～　７ 0

　７～　８ 0

　８～　９ 1 1 30

　９～１０ 2 1 1 3

１０～１１ 2 1 1 3

１１～１２ 2 1 1 42 789

１２～１３ 5 1 1 1 2 5 244

１３～１４ 2 1 1 20 2,465

１４～１５ 4 1 1 2 174 1 1 2,859

１５～１６ 2 1 1 50

１６～１７ 0

１７～１８ 1 1 711

１８～１９ 3 2 1 60 1 3,376

１９～２０ 1 1 207

２０～２１ 1 1 1

２１～２２ 1 1 556 15,628

２２～２３ 1 1 348

２３～２４ 1 1

不　　明 1 1 1 16

死傷者焼 損 面 積火　災　件　数

出　火　時　間　帯　別　火　災　状　況　表

　　区　分

時間帯別

損害額(千円)



合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他
建物(㎡) 林野(ａ)

死

者

負
傷
者

合　計 37 12 3 10 12 856 6 1 2 41,797

亀　山 13 7 1 3 2 113 5 6,072

井田川 4 1 2 1 13 1 1,496

神　辺 2 2

昼　生 2 1 1 556 15,628

川　崎 4 1 3 2,000

野　登 1 1 1

白　川 1 1 711

関 6 2 2 2 174 1 2,885

坂　下 1 1 230

加　太 3 1 2 1 12,775

地　区　別　火　災　状　況　表

死傷者焼　損　面　積

損害額(千円)

火　災　件　数



§　救　　急　§

平成１8年救急概要

搬送人員

　　　　　１，６１９件　　　　　　　　　１，６５３人

１　日平均出動件数　　　　　４．４件

１　日平均搬送人員　　　　　４．５人

出動件数

１ヶ月平均出動件数　　　　　１３５件

１ヶ月平均搬送人員　　　　　１３８人

○　年別救急出動状況表

○　亀山消防署月別救急出動件数表

○　関消防署月別救急出動件数表

○　年令別搬送人員表

○　時間帯別救急出動件数表

○　応急処置別件数表

○　道路別交通事故救急出動件数表・覚知別救急出動件数表

○　地区別救急出動件数表・住所別搬送人員表



年別 平成

９年 １０年 １１年 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年

事故別

出動件数 999 1,135 1,057 1,295 1,288 1,320 1,334 1,506 1,532 1,619

搬送人員 1,025 1,189 1,077 1,323 1,329 1,347 1,368 1,515 1,553 1,653

出動件数 262 295 254 311 299 309 284 289 272 289

搬送人員 326 376 309 383 389 377 367 359 345 365

出動件数 485 541 548 646 638 692 729 824 917 957

搬送人員 465 532 522 619 614 670 688 777 871 927

出動件数 135 138 128 159 173 162 173 200 195 204

搬送人員 128 135 126 152 165 154 170 191 193 200

出動件数 18 36 33 33 34 26 24 40 25 31

搬送人員 18 35 33 33 35 26 24 40 27 31

出動件数 12 14 5 13 10 10 15 17 10 16

搬送人員 10 11 2 7 5 7 14 13 8 11

出動件数 5 9 8 9 9 9 4 13 10 9

搬送人員 5 8 7 8 9 9 4 15 11 10

出動件数 4 7 8 4 9 10 5 7 7

搬送人員 4 7 10 4 9 11 5 7 7

出動件数 1 1 2

搬送人員 1 1 2

出動件数 1 4 1 6 3 3 1 1

搬送人員 1 6 1 5 3 3 1 1

出動件数 5 1 1

搬送人員 3 1 1

出動件数 81 88 72 110 115 100 94 116 96 106

搬送人員 72 78 69 106 102 92 89 113 91 102
そ の 他

労働災害

自損行為

加 害

運動競技

年　別　救　急　出　動　状　況　表

水 難

火 災

自然災害

合 計

交通事故

急 病

一般負傷



事故別

月
別 区分

小

計

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
器
材
輸
送

そ

の

他

出動件数1,208 186 19 5 156 8 12 719 103 98 5

搬 送 件数1,067 161 16 5 144 7 6 628 100 98 2

不搬送件数 141 25 3 12 1 6 91 3 3

搬 送 人員 1,232 240 19 5 153 9 9 697 100 98 2

出 動 件数 114 9 2 18 2 2 74 7 7

搬 送 人員 114 11 2 18 2 2 72 7 7

出 動 件数 109 11 3 9 75 11 10 1

搬 送 人員 106 9 3 9 75 10 10

出 動 件数 92 13 1 1 5 3 1 59 9 8 1

搬 送 人員 93 16 1 1 5 3 1 57 9 8 1

出 動 件数 100 16 3 15 57 9 9

搬 送 人員 100 18 3 15 55 9 9

出 動 件数 112 18 2 13 2 70 7 6 1

搬 送 人員 116 25 2 13 2 68 6 6

出 動 件数 102 22 1 1 8 1 63 6 6

搬 送 人員 106 28 1 1 8 1 61 6 6

出 動 件数 91 12 1 15 1 54 8 8

搬 送 人員 92 14 1 15 1 53 8 8

出 動 件数 95 18 4 1 12 4 53 3 3

搬 送 人員 97 25 4 1 11 3 50 3 3

出 動 件数 97 17 1 10 1 59 9 9

搬 送 人員 97 20 1 10 57 9 9

10 出 動 件数 101 22 1 1 21 46 10 10

月 搬 送 人員 112 36 1 1 21 43 10 10

11 出 動 件数 93 11 1 12 1 1 56 11 11

月 搬 送 人員 94 17 1 11 1 53 11 11

12 出 動 件数 102 17 18 1 53 13 11 2

月 搬 送 人員 105 21 17 2 53 12 11 1

急

病

そ　　の　　他交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

４
月

加

害

自

損

行

為

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難
合

計

亀山消防署月別救急出動件数表

９
月

５
月

６
月

７
月

８
月

１
月

２
月

３
月



事故別

月
別 区分

小

計

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
器
材
輸
送

そ

の

他

出動件数 411 103 12 2 48 1 4 238 3 2 1

搬送件数 385 92 9 2 47 1 2 230 2 2

不搬送件数 26 11 3 1 2 8 1 1

搬送人員 421 125 12 2 47 1 2 230 2 2

出動件数 30 6 2 2 20

搬送人員 33 10 2 2 19

出動件数 37 4 4 7 22

搬送人員 37 5 4 6 22

出動件数 34 9 2 22 1 1

搬送人員 33 10 2 20 1 1

出動件数 34 10 1 5 18

搬送人員 36 12 1 5 18

出動件数 32 12 1 1 3 1 14

搬送人員 41 21 1 1 3 1 14

出動件数 23 8 1 2 1 11

搬送人員 21 7 1 2 11

出動件数 31 9 1 1 3 17

搬送人員 28 7 1 1 3 16

出動件数 37 12 4 21

搬送人員 39 14 4 21

出動件数 33 7 1 4 1 20

搬送人員 33 7 1 4 1 20

10 出動件数 40 12 4 23 1 1

月 搬送人員 37 11 4 21 1 1

11 出動件数 40 8 6 2 24

月 搬送人員 40 10 6 1 23

12 出動件数 40 6 1 6 26 1 1

月 搬送人員 43 11 1 6 25

関消防署月別救急出動件数表

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ　　の　　他

合

計

１
月

２
月

３
月

８
月

９
月

４
月

５
月

６
月

７
月



時刻別

事故別 合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

1,619 289 31 7 204 9 16 957 106

77 17 9 2 2 45 2

64 14 1 5 2 40 2

53 10 3 1 1 35 3

132 27 2 16 1 86

209 50 7 1 29 1 102 19

174 36 5 1 20 94 18

181 30 2 2 27 1 108 11

172 26 4 2 30 2 94 14

145 25 5 17 1 86 11

175 30 4 1 19 1 3 108 9

143 16 18 4 95 10

94 8 1 11 2 1 64 7

２０～２２ 〃

２２～２４ 〃

８～１０ 〃

１０～１２ 〃

１２～１４ 〃

１４～１６ 〃

時　間　帯　別　救　急　出　動　件　数　表

１６～１８ 〃

１８～２０ 〃

０～２未満

２～４ 〃

４～６ 〃

６～８ 〃

合計



事故別

5,414 (５) 3,168 1,131 639 (５) 476

65 (１) 6 27 24 (１) 8

355 34 226 74 21

4 3 1

48 35 5 4 4

509 366 42 39 62

84 62 8 5 9

172 142 8 11 11

181 (２) 9 101 53 (２) 18

17 16 1

1 1

3 3

1,536 (１) 870 337 191 (１) 138

46 33 8 4 1

1,567 879 345 193 150

262 221 7 9 25

564 (１) 488 16 31 (１) 29

1,632 (２) 923 353 199 (２) 157

(   )内は不搬送の場合の現場応急処置件数

合計

応急処置別

応 急 処 置 対 象 人 員

急病 交通事故

合　　計

止　　血

固　　定

一般負傷 その他

応　急　処　置　別　件　数　表

人工呼吸

心臓マッサージ

心肺蘇生

酸素吸入

気道確保

保　　温

被　　覆

在宅療法継続

ショックパンツ

除細動

静脈路確保

その他

血圧測定

心音・呼吸音聴取

血中酸素測定

心電図



道路別 名 阪国 道国 道国 道 市 町
合 計東名阪伊勢線 県 道 その他

月別 国 道１ 号 306 号 25 号 村 道

289 15 36 61 22 3 73 69 10

15 2 4 2 1 4 1 1

15 1 1 2 2 6 2 1

22 2 3 4 2 7 4

26 2 5 4 2 5 6 2

30 1 3 8 3 4 10 1

30 6 2 1 12 7 2

21 1 1 6 3 1 2 7

30 3 2 5 1 13 6

24 1 2 7 3 5 5 1

34 3 10 1 1 7 10 2

19 5 3 2 3 6

23 2 1 8 2 5 5

事故別

覚知別

合 計 1,619 289 31 7 204 9 16 957 106

専用電話
(加入電話)

1,052 60 20 2 141 4 11 734 80

専用電話
(携帯電話)

424 187 9 5 44 2 5 170 2

加入電話
（ 加 入 電
話 ）

115 31 1 16 3 41 23

加入電話
（ 携 帯 電
話 ）

11 5 2 4

公団電話 3 3

駆け付け
そ の 他

14 3 1 1 8 1

　７月

合計

　１月

　２月

　３月

道路別交通事故救急出動件数表

覚　知　別　救　急　出　動　件　数　表

　８月

　９月

１０月

１１月

　４月

　５月

　６月

合

計

火

災

自

然

災

害

１２月

水

難

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害



事故別

地区別

1,619 289 31 7 204 9 16 957 106

600 78 4 2 86 5 4 324 97

245 42 3 1 26 2 5 164 2

126 42 5 9 1 68 1

44 14 7 23

151 21 4 2 18 2 98 6

59 6 7 1 45

59 9 5 10 35

237 44 9 2 29 1 3 149

56 17 1 7 31

40 14 5 1 20

2 2

事故別

地区別

1,653 365 31 7 200 10 11 927 102

亀 山 市 1,220 140 15 2 177 1 10 797 78

市 外 250 132 12 5 9 3 1 70 18

180 92 4 13 6 59 6

3 1 1 1

野登

井田川

神辺

昼生

川崎

合計

合

計

火

災

亀山

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

地　区　別　救　急　出　動　件　数　表

住　所　別　救　急　搬　送　人　員　表

急

病

そ

の

他

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

そ の 他

白川

合 計

県 外

県

内

その他

関

坂下

加太



事故別

年令別

急

病

そ

の

他

年　令　別　搬　送　人　員　表

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

新 生 児

合 計

（生後28日以下）

自

損

行

為

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

1,653

乳 幼 児
（生後29日～６才）

少 年
（７才～１７才）

成 人

（６５才以上）
老 人

（１８才～６４才）

365 31 7 200 10 11 927 102

1

64

59 18

39 2

748

781 57 5 124 2 533 60

31 4 6

262 26 3 62 10 9 337 39

15 8

1



合　計 火災 交通 水難
自然
災害

機械 建物
ガス
酸欠

爆発 その他
救助
人員

合　計 39 34 2 3 24

１　月 2 2 1

２　月 3 2 1

３　月 3 2 1 2

４　月 4 4 5

５　月 5 4 1 7

６　月 4 2 1 1

７　月 3 3 3

８　月 4 4 1

９　月 3 3 1

　  １０　月 3 3 2

    １１　月 4 4 2

    １２　月 1 1

　
　　　　　　区　分

　月　別

事　　故　　種　　別

月別救助出動状況表



合　計 警　戒 誤　報 水　防 その他

合　計 50 28 14 8

１　月 8 1 6 1

２　月 3 2 1

３　月 3 3

４　月 6 3 2 1

５　月 5 3 1 1

６　月 2 2

７　月 1 1

８　月 7 3 2 2

９　月 3 3

　１０　月 4 2 1 1

  １１　月 3 1 2

  １２　月 5 4 1

　
　　　　　　区　分

　月　別

月別その他出動状況表
種　　　　　　　　　　　　　　　　　　別



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
合

　
　
計

内

科

小

児

科

外

科

整

形

外

科

産

婦

人

科

眼

科

耳

鼻

咽

喉

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

精

神

神

経

科

脳

神

経

外

科

循

環

器

科

呼

吸

器

科

消

化

器

科

歯

科

特

診

そ

の

他

2,371 686 935 232 263 5 73 84 7 16 1 32 1 35 1

289 98 123 12 16 2 10 14 5 6 3

169 57 81 5 9 1 4 9 1 2

139 39 61 14 14 1 4 1 1 2 2

187 34 90 22 23 6 4 1 5 2

283 89 105 29 32 7 15 1 5

162 43 62 16 24 6 6 2 1 2

183 49 65 27 25 8 3 2 1 3

220 50 81 35 21 1 8 10 1 4 5 4

175 42 73 26 19 6 3 3 1 1 1

188 51 73 13 35 7 6 2 1

170 62 61 14 19 1 5 1 5 2

206 72 60 19 26 5 9 3 2 1 8 1

2月

7月

8月

9月

3月

4月

5月

6月

合計

救急医療情報案内件数表

11月

12月

◆月別案内件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
科
目

月

10月

1月



◆曜日別案内件数

曜　　日 合　　計 日・祝 月 火 水 木 金 土

件　　数 2,371 1,157 151 149 152 349 132 281

◆時間別案内件数 ◆地域別案内件数

時   間 件   数 　　 地域名

合     計 2,371 科目名

０～１未満 35 合 計 2,371 954 1,100 173 138 6

１～２ 26 01 内 科 686 423 257 5 1

２～３ 25 02 小 児 科 935 377 449 47 60 2

３～４ 23 03 外 科 232 48 167 16 1

４～５ 15 04 整 形 外 科 263 95 136 25 7

５～６ 12 05 産 婦 人 科 5 3 2

６～７ 14 06 眼 科 73 11 7 14 41

７～８ 59 07耳鼻咽喉科 84 28 36 18 2

８～９ 158 08 皮 膚 科 7 6 1

  ９～１０ 183 09 泌 尿 器 科 16 5 8 3

１０～１１ 121 10精神神経科 1 1

１１～１２ 97 11脳神経外科 32 23 9

１２～１３ 101 12 循 環 器 科 1 1

１３～１４ 107 13 呼 吸 器 科

１４～１５ 88 14 消 化 器 科

１５～１６ 127 15歯 科 35 19 9 7

１６～１７ 119 特 診

１７～１８ 148 そ の 他 1 1

１８～１９ 175

１９～２０ 230

２０～２１ 208

２１～２２ 131

２２～２３ 99

２３～２４ 70

津 そ の 他合    計 亀　　山 鈴　　鹿 四 日 市



気 温 1～12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
最 高 気 温 38.4 14.6 18.2 20.9 23.6 29.5 32.0 34.1 38.4 32.8 27.1 23.6 16.3
平 均 気 温 15.0 3.9 4.9 6.9 12.0 17.5 21.9 24.9 27.3 22.9 18.6 12.3 7.1
最 低 気 温 -6.0 -3.8 -6.0 -3.5 2.7 7.4 14.7 19.1 20.6 16.6 10.0 3.0 -0.7
夏 日 数 130 0 0 0 0 10 21 27 31 26 15 0 0
冬 日 数 37 15 13 7 0 0 0 0 0 0 0 0 2

　　　※　　夏日…最高気温が２５度以上の日　　冬日…最低気温が０度未満の日

湿 度 1～12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
平 均 湿 度 76.1 73.2 75.4 73.4 69.8 78.9 78.6 84.5 75.7 76.6 75.4 76.0 75.7
最 低 湿 度 17.7 33.8 25.2 17.7 23.7 27.7 33.7 47.2 30.4 34.9 30.5 22.2 29.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成1８年気象状況       　　　　　　　　　　　　　　　　 

月別気温調（℃）
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月別湿度調（％）
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平均湿度

最低湿度



雨 量 1～12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
総 雨 量 1,912.5 51.0 141.5 88.5 250.0 232.5 255.5 333.0 56.5 159.0 170.0 68.5 106.5
日雨量の最高 170.0 37.0 73.0 17.5 170.0 60.5 73.5 75.5 30.0 44.5 49.0 23.0 60.5
１時間の最高 45.0 8.5 8.5 4.0 45.0 9.0 14.5 22.0 16.5 8.5 10.5 8.5 11.0
10分間の最高 15.0 2.0 2.0 2.0 15.0 4.5 6.5 7.0 5.5 3.0 3.5 1.5 2.5
降 雨 日 数 140 11 12 16 11 7 12 18 11 10 12 7 13

風 速 1～12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
最 大 風 速 23.6 19.4 16.8 19.0 23.6 21.0 14.8 13.5 11.2 14.4 18.5 17.5 15.6
平 均 風 速 4.0 5.1 4.6 4.4 4.9 3.8 3.2 2.8 3.4 3.9 4.2 3.6 4.3
瞬間最大風速 31.9 25.5 24.9 26.0 31.9 27.7 22.6 20.9 15.3 19.1 24.8 26.3 22.1

月別雨量調（㎜）
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月別風速調（m/s）
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瞬間最大風速



風 向1～12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
北 1.1 0.6 0.8 1.1 0.9 1.3 1.5 1.4 1.9 0.9 0.9 1.0 0.5

北 北 東 1.3 0.4 0.9 0.9 0.7 2.7 1.6 1.5 2.5 1.6 1.4 1.3 0.5
北 東 2.3 0.5 0.9 1.4 2.5 5.7 2.4 2.6 3.6 3.2 1.8 2.2 0.7
東 北 東 2.1 0.9 1.2 1.7 3.2 4.8 2.0 2.9 2.1 2.3 1.4 2.2 0.6
東 2.7 1.0 1.1 1.7 3.5 6.8 3.9 4.0 3.9 2.6 1.2 1.8 0.6

東 南 東 7.4 1.6 3.0 3.7 5.9 15.2 13.7 8.6 19.4 9.4 3.5 3.1 1.1
南 東 6.1 1.1 3.1 3.9 4.2 8.2 10.4 7.3 15.4 9.7 5.1 3.8 1.0
南 南 東 2.6 1.0 1.6 2.4 2.2 2.4 5.1 4.0 4.1 3.3 2.1 1.9 0.7
南 1.3 0.6 1.0 1.5 1.0 1.2 1.8 2.7 1.9 1.7 1.0 1.1 0.5

南 南 西 0.8 0.5 0.6 1.1 1.0 1.0 0.7 1.1 1.0 0.8 0.6 0.8 0.4
南 西 1.0 0.6 0.9 1.1 1.2 1.1 1.0 1.5 0.8 0.8 0.9 1.4 0.8
西 南 西 3.2 1.6 3.1 4.3 2.8 1.9 2.9 4.8 1.6 2.1 2.2 6.0 4.7
西 20.5 18.1 22.1 19.2 14.9 12.1 14.8 17.9 11.3 28.0 26.0 27.0 34.6

西 北 西 32.4 48.2 38.4 31.6 35.0 24.9 26.9 24.4 19.6 27.1 38.6 32.1 42.0
北 西 9.2 18.6 16.0 18.1 14.5 5.8 4.2 5.7 3.8 3.1 6.9 7.9 6.1
北 北 西 1.4 2.0 1.7 2.3 3.1 1.2 1.2 1.3 1.3 0.4 0.8 1.2 0.7
静 穏 4.6 2.7 3.6 4.0 3.4 3.7 5.9 8.3 5.8 3.0 5.6 5.2 4.5
最 多 西北西 西北西西北西西北西西北西西北西西北西西北西西北西 西 西北西西北西西北西

月別風向調（％）

1月～12月風向（％）
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名　　称 管　　　　　轄　　　　　区　　　　　域
団 本 部 亀山市全域

東町一丁目～二丁目、本町一丁目～四丁目、北町、北山町、
東台町、渋倉町、江ヶ室一丁目～二丁目、中屋敷町、東丸町、
本丸町、西丸町、市ヶ坂町、若山町、西町、南崎町、東御幸町、
御幸町、野村町、野村一丁目～四丁目、北野町、南野町、椿世町、
亀田町、羽若町、住山町、北鹿島町、南鹿島町、高塚町、上野町、
小下町、アイリス町、栄町、みずきが丘

第二分団 布気町、太岡寺町、小野町、木下町、山下町
第三分団 三寺町、中庄町、下庄町、
第四分団 田村町、長明寺町、太森町、川崎町、能褒野町
第五分団 安坂山町、両尾町、辺法寺町
第六分団 白木町、小川町
第七分団 井尻町、和田町、川合町、井田川町、みどり町、みずほ台

阿野田町、菅内町、天神一丁目～四丁目、和賀町、海本町、
田茂町、安知本町、楠平尾町
関町新所、関町中町、関町木崎の一部、関町泉ヶ丘、
関町富士ハイツ、関町久我、関町越川、関町金場
関町木崎の一部を除く木崎の区域、関町小野、関町会下、関町鷲山、
関町白木一色、関町古厩、関町萩原、関町福徳、関町関ヶ丘

第十一分団 関町坂下、関町沓掛、関町市瀬
加太市場、加太向井、加太梶ヶ坂、加太神武、加太板屋、
加太中在家、加太北在家

女性分団 亀山市全域

第十二分団

消防団組織

第一分団

第八分団

第九分団

第十分団

市　　長 団　　長 副 団 長

第 一 分団（亀山地区北部）

第 ニ 分団（神辺地区）

第 三 分団（昼生地区）

第 四 分団（川崎地区）

第 五 分団（野登地区）

第 六 分団（白川地区）

第 七 分団（井田川地区）

第 八 分団（亀山地区南部）

第 九 分団（関地区中央）

第 十 分団（関地区周辺）

第十一分団（坂下地区）

第十ニ分団（加太地区）

女　性分団（亀山市全域）



　　　階級
分団

合　計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

定 員 415 1 6 13 26 44 46 279

実 員 406 1 6 13 26 44 46 270

団 本 部 7 1 6

第 一 分 団 30 1 2 4 3 20

第 二 分 団 33 1 2 4 5 21

第 三 分 団 33 1 2 4 3 23

第 四 分 団 40 1 2 4 5 28

第 五 分 団 40 1 2 4 6 27

第 六 分 団 35 1 2 4 4 24

第 七 分 団 23 1 2 2 2 16

第 八 分 団 24 1 2 2 2 17

第 九 分 団 36（31） 1 2 4 4 25（20）

第 十 分 団 38 1 2 4 4 27

第十一分団 24（21） 1 2 3 3 15（12）

第十二分団 30 1 2 3 3 21

女性分団 22(21) 1 2 2 2 15(14)

消防団員配置表

（H１9．4．１現在）

（　）は実員数



　　　階
級
年令
合　　計 406 (21) 1 6 13 (1) 26 (2) 44 (2) 46 (2) 270 (14)

平均年令
１８才
１９才
２０才
２１才 4 4
２２才 1 1
２３才
２４才 1 1
２５才 4 4
２６才 7 (2) 7 (2)
２７才 5 5
２８才 2 2
２９才 9 9
３０才 12 (1) 12 (1)
３１才 7 7
３２才 10 10
３３才 11 11
３４才 13 13
３５才 20 (1) 20 (1)
３６才 20 2 3 15
３７才 25 1 3 21
３８才 17 2 15
３９才 18 (1) 1 1 3 13 (1)
４０才 19 (1) 2 (1) 17
４１才 18 (3) 3 (1) 1 14 (2)
４２才 27 (2) 1 2 5 19 (2)
４３才 16 (1) 1 4 11 (1)
４４才 18 (2) 1 2 4 11 (2)
４５才 10 4 6
４６才 12 (1) 1 3 2 3 3 (1)
４７才 11 (2) 1 3 (1) 5 (1) 2
４８才 9 1 1 4 3
４９才 11 (1) 1 3 2 5 (1)
５０才 7 3 1 1 2
５１才 5 1 1 2 1
５２才 10 2 4 2 2
５３才 12 (3) 1 (1) 3 (2) 5 1 2
５４才 9 1 1 4 3
５５才 3 1 1 1
５６才 7 1 1 2 3
５７才 5 1 1 2 1
５８才 2 1 1
５９才 4 1 1 1 1
６０才
６１才
６２才 1 1
６３才
６４才 1 1

６５才以上 3 1 2

消防団員年令表
（H１9．４．１現在）

合　計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

（　）内は、女性消防団員を再掲

51.6 47.9 43.7 37.241.0 71.0 59.5 53.3



　　　階級

年数
合　計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

406 1 6 13 26 44 46 270

(21) (1) (2) (2) (2) (14)

平　　均 9.5 55.0 35.5 22.2 21.1 16.5 12.7 5.4

166 2 5 159

(13) (1) (1) (11)

80 3 10 11 56

(3) (3)

61 3 3 9 12 34

(1) (1)

44 2 5 7 11 19

(4) (1) (2) (1)

20 3 4 6 6 1

20 2 3 6 7 1 1

9 2 1 4 2

6 1 2 1 1 1

消防団員勤続年数表
（H１9．４．１現在）

合　　計

５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満

35年以上

（　）内は、女性消防団員を再掲



区
分

所属
製　作　社 種別

三重３００
さ１６５０

トヨタ Ｈ1１ 1990㏄

R407RS ラビット H２ ２８PS 富士ロビン B３

小型動力ポンプ TF-０３ シバウラ Ｓ６２ ４PS シバウラ D１

女
性
分
団

小型動力ポンプ TF-０３ シバウラ Ｈ３ ５PS シバウラ D１

三重８００
さ３９４６

トヨタ Ｈ１３ 1990㏄

VC５２AS トーハツ 〃 ４６PS トーハツ B３

三重８００
さ５７２８

トヨタ Ｈ１３ 1990㏄

P４５５S ラビット 〃 ４５PS 富士ロビン B３

三重８８
ほ７２３４

トヨタ Ｈ７ 1810㏄

V５５AS トーハツ 〃 ２８PS トーハツ B３

三重８８
ふ　７４６

トヨタ S６３ 1810㏄

P４０８RS ラビット 〃 ４３PS 富士ロビン B３

 小型動力ポンプ SFF655M シバウラ Ｈ９ ５３PS シバウラ 　〃 小野

三重８０
あ２１２５

ホンダ Ｈ１０ 650㏄

TF-３５ シバウラ S６２ ４０PS シバウラ B３

小型動力ポンプ V４０BS トーハツ Ｈ９ ３２PS トーハツ 〃 山下

三重８８
ほ５３９５

トヨタ H５ 1810㏄

V５５AS トーハツ 〃 ４０PS トーハツ B３

P455MS ラビット H10 ４５PS ラビット 〃

三重８０
あ１０６１

三菱 H４ 650㏄

TF-０３ シバウラ S62 ４PS シバウラ D１

三重８０
あ１５８４

ホンダ H８ 650㏄

TE３５ シバウラ H４ ４０PS シバウラ B３

三寺

下庄

羽若

本町

第

三

分

団

中庄
小型動力ポンプ
付　積　載　車

第

一

分

団

第

二

分

団

太岡寺

小型動力ポンプ
付　積　載　車

布気

山林火災用
軽四輪積載車

山林火災用
軽四輪積載車

本部

小型動力ポンプ
付　積　載　車

山林火災用
軽四輪積載車

団
本
部

小型動力ポンプ
付　積　載　車

木下

小型動力ポンプ
付　積　載　車

小型動力ポンプ
付　積　載　車

消防団機械器具一覧表
（H19．４．１現在）

排気量
（馬力）

車　名
（ポンプ）

年式
ポ　ン　プ

配　置種　　別 登録番号



区
分

所属
製　作　社 種別

三重８８
ほ７２３５

トヨタ Ｈ７ 1810㏄

V５５AS トーハツ 〃 ２８PS トーハツ B３

小型動力ポンプ SF655M-B シバウラ Ｈ8 ４０PS シバウラ 〃 太田

小型動力ポンプ SFF655M 〃 Ｈ9 ５３PS 〃 　〃 能褒野

三重８０
あ１２５０

三菱 Ｈ６ 650㏄

P４08M ラビット S６０ ４３PS 富士ロビン B３

小型動力ポンプ P４08RS 〃 Ｈ２ ４３PS 〃 　〃 徳原

三重８８
ほ４２８２

日産 Ｈ４ 1620㏄

P４08RS ラビット 〃 ４３PS 富士ロビン B３

三重８０
あ　９２３

三菱 Ｈ３ 650㏄

P４08RS ラビット Ｈ６ ４３PS 富士ロビン B３

小型動力ポンプ ＴＦ-０３ シバウラ S６２ ４PS シバウラ D１

小型動力ポンプ P４５５S ラビット Ｈ１１ ４５PS 富士ロビン B３ 安楽

三重８０
あ１９６７

ホンダ Ｈ９ 650㏄

P４08M ラビット S６０ ４３PS トーハツ B３

小型動力ポンプ P４０８RS ラビット H２ ４３PS 富士ロビン B３ 原尾

小型動力ポンプ SFF6５５M シバウラ H９ ５３PS シバウラ 　〃 坂本

辺法寺

南条

田村

平尾

池山

第

五

分

団

種　　別 登録番号
車　名

（ポンプ）

第

四

分

団

小型動力ポンプ
付　積　載　車

小型動力ポンプ
付　積　載　車

山林火災用
軽四輪積載車

山林火災用
軽四輪積載車

山林火災用
軽四輪積載車

排気量
（馬力）

年式
ポ　ン　プ

配　置



区
分

所属
製　作　社 種別

三重８８
ほ５３９４

トヨタ H５ 1810㏄

V５５AS トーハツ 〃 ４０PS トーハツ B３

三重８０
あ　７９２

三菱 Ｈ２ 650㏄

TF-０３ シバウラ S６２ ４PS シバウラ D１

V４６A（S） トーハツ Ｈ３ ４５PS トーハツ B３

三重８０
あ１８１０

ホンダ H９ 650㏄

V４６BS トーハツ Ｈ９ ３２PS トーハツ B３

小型動力ポンプ TF-３５MES 〃 Ｈ１ ４０PS 〃 　〃 上白木

三重８８
ほ３２６０

トヨタ Ｈ３ 1810㏄

TF-３５ シバウラ 〃 ４０PS シバウラ B３

三重８００
さ１６４３

トヨタ Ｈ１１ 1990㏄

V４６BS トーハツ 〃 ３２PS トーハツ B３

三重８８
ほ４２８１

日産 H４ 1620㏄

P４０８RS ラビット 〃 ３８PS 富士ロビン B３

三重８００
す２１９６

トヨタ H１８ 1990㏄

ＳＦ６５１ＭＺ シバウラ 〃 ４６PS シバウラ B３

天神
小型動力ポンプ
付　積　載　車

川合

みどり町

小型動力ポンプ
付　積　載　車

小型動力ポンプ
付　積　載　車

車　名
（ポンプ）

年式

第

七

分

団

小川

山林火災用
軽四輪積載車

山林火災用
軽四輪積載車

ポ　ン　プ
配　置種　　別 登録番号

小型動力ポンプ
付　積　載　車

阿野田

第
八
分
団

排気量
（馬力）

白木

第

六

分

団

小型動力ポンプ
付　積　載　車

松山



区
分

所属
製　作　社 種別

普通ポンプ車
三８８

ふ８２９１
日産 S６２ GMイチハラ Ａ２

鈴鹿800
さ　　８９

トヨタ Ｈ１９ 2500

トーハツ H１６ トーハツ Ｂ３

普通ポンプ車
三８８

ふ１６９６
日産 S４９ モリタ Ａ２ 新所

小型動力ポンプ シバウラ H９ ４０PS シバウラ Ｂ３ 越川

三８８
ほ４２６２

トヨタ H４ 1800cc

シバウラ H４ シバウラ Ｂ３

三重８８
ほ５２６６

日産 H５ 2000cc

H５ 富士ロビン Ｂ３

三重８８
ほ５２７１

日産 H５ 1600cc

H５ 富士ロビン Ｂ３

三重８８
ほ２０６０

日産 H２ 2000cc

トーハツ H１４ トーハツ Ｂ２

三重８８
ほ４２６３

トヨタ H４ 1800cc

トーハツ H１６ トーハツ Ｂ２

三重８８
ほ１５６６

日産 H元 1600cc

トーハツ H１３ トーハツ Ｂ３

三重８８
ほ６４０８

トヨタ H６ 1800cc

シバウラ H６ シバウラ Ｂ３

三重８８
ほ３６１

日産 S６３ 1600cc

シバウラ Ｈ１１ シバウラ Ｂ３

三重８８
ほ３１９０

トヨタ H３ 1800cc

トーハツ H１６ トーハツ Ｂ３

配　置種　　別 登録番号
車　名

（ポンプ）
年式

排気量
（馬力）

ポ　ン　プ

小型動力ポンプ
付　積　載　車

市瀬

小型動力ポンプ
付　積　載　車

木崎鳥居

小型動力ポンプ
付　積　載　車

会下

小型動力ポンプ
付　積　載　車

白木一色

第

十

一

分

団

第
十
二
分
団

小型動力ポンプ
付　積　載　車

板屋

小型動力ポンプ
付　積　載　車

市場

小型動力ポンプ
付　積　載　車

坂下

小型動力ポンプ
付　積　載　車

沓掛

小型動力ポンプ
付　積　載　車

木崎
第

九

分

団

第

十

分

団

萩原
小型動力ポンプ
付　積　載　車


